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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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序　 章序　 章　 はじ め に　 はじ め に

序－１ 　 梱包内容の確認序－１ 　 梱包内容の確認

Enet-HDLCEnet-HDLC には以下の品目が含ま れます。には以下の品目が含ま れます。 品目数量を ご確認下さ い。品目数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は、不足がある場合は、 弊社営業部までご連絡下さ い。弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC本体本体 11 台台

◆◆ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ  ( (形式形式：： TAS2600)TAS2600) 11 個個

Enet-HDLCEnet-HDLC専用の専用の ACAC ア ダ プ タ です。ア ダ プ タ です。

◆◆ 調歩同期調歩同期RS232CRS232C 用ク ロ ス ケ ー ブ ル用ク ロ ス ケ ー ブ ル 3m3m 11 本本

両端に両端に Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス を持つピ ン オ ス を持つ RS232CRS232C のク ロ ス ケーブ ルです。のク ロ ス ケーブ ルです。

プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定に使用し ま す。プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定に使用し ま す。 (7 (7--6)6)

◆◆ Dsu b 9Dsu b 9 ピ ンピ ン , 25, 2 5 ピ ン 変換コ ネ ク タピ ン 変換コ ネ ク タ 11 個個

Dsub9Dsub9 ピ ン とピ ン と 2525 ピ ン のス ト レ ート の変換コ ネク タ です。ピ ン のス ト レ ート の変換コ ネク タ です。

接続接続PCPCがが DOSDOS//VV機の際に間に挿入し て使用し ま す。機の際に間に挿入し て使用し ま す。

プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定に使用し ま す。プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定に使用し ま す。 (7 (7--6)6)

◆◆ タ ー ミ ナ ルソ フ トタ ー ミ ナ ルソ フ ト TERM WINTERM WIN CD CD--RR 11 枚枚

こ のソ フ ト で条件設定、こ のソ フ ト で条件設定、 簡単な動作確認が可能です。簡単な動作確認が可能です。

使用方法は本誌巻末を ご参照く ださ い。使用方法は本誌巻末を ご参照く ださ い。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊

◆◆ ソ ケ ッ ト 通信サ ン プ ル プ ロ グ ラ ムソ ケ ッ ト 通信サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム 小冊子小冊子 11 冊冊
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◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCはは LAPLAP--BBプ ロ ト コ ルとプ ロ ト コ ルと TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルを内蔵し ており 、プ ロ ト コ ルを内蔵し ており 、 LAPLAP--BB

機器は機器は Enet-HDLCEnet-HDLCを介し てを介し て UNIXUNIXマ シン等と ネッ ト ワ ーク 通信する こ と ができマ シン等と ネッ ト ワ ーク 通信する こ と ができ

ま す。ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCに内蔵さ れているに内蔵さ れている LAPLAP--BBプ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル※※11はは HDLC (HDLC (ハイ レ ベルデータハイ レ ベルデータ

リ ン ク 制御手順リ ン ク 制御手順) ) のの BAC (Balanced operation Asynchronous balanced modeBAC (Balanced operation Asynchronous balanced mode

classclass//平衡型非同期平衡モード平衡型非同期平衡モード ・・ ク ラ スク ラ ス ) ) の基本機能に付加機能の基本機能に付加機能22，， 88 を 追加しを追加し

たサブ セッ ト です。たサブ セッ ト です。 付加機能付加機能22，， 88 は以下です。は以下です。

22．． REJREJコ マ ン ド ／レ スポン スの追加コ マ ン ド ／レ スポン スの追加

88．． II レ ス ポン ス削除レ スポン ス削除

※※ HDLCHDLC手順は以下のよ う な特徴があり ま す。手順は以下のよ う な特徴があり ま す。

▼任意のビ ッ ト パタ ーン の送出が可能▼任意のビ ッ ト パタ ーン の送出が可能

▼受信側から の応答を待たずに、▼受信側から の応答を待たずに、 連続し てデータ の伝送が可能。連続し てデータ の伝送が可能。

▼データ を両方向同時伝送▼データ を両方向同時伝送 ( (全二重全二重) ) が可能。が可能。

▼誤り 制御が厳密▼誤り 制御が厳密

※※ フ ァ －ムウ ェ ア の入れ換えによ り フ リ －ラ ン への対応も可能です。フ ァ －ムウ ェ ア の入れ換えによ り フ リ －ラ ン への対応も可能です。弊社ユ－ザサ弊社ユ－ザサ

ポ－ト へご相談下さ い。ポ－ト へご相談下さ い。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCは非同期平衡モードは非同期平衡モード   (ABM) (ABM) で、で、手順ク ラ スは手順ク ラ スは LAPLAP--BBで動作し ま す。で動作し ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC でサポート さ れる コ マ ン ド 及びレ ス ポン ス は以下です。でサポート さ れる コ マ ン ド 及びレ ス ポン ス は以下です。

コ マ ン ド 　コ マ ン ド 　 ：： II，， RRRR，， RNRRNR，， SABMSABM，， DISCDISC　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

レ ス ポン スレ スポン ス ：： RRRR，， RNRRNR，， FRMRFRMR，， UAUA，， DMDM　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

◆◆ イ ーサネッ ト 側は、イ ーサネッ ト 側は、 TCPTCP//IPIP、、 TELNETTELNET※※22 を 内部に標準で搭載し ていま す。を内部に標準で搭載し ていま す。

ネッ ト ワ ーク 通信は、ネッ ト ワ ーク 通信は、 TCPTCP//IPIPｿｹｯﾄｿｹｯﾄを 用いてを用いて Enet-HDLCEnet-HDLC と 通信を行います。と 通信を行います。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン の開設／終了は、コ ネク ショ ン の開設／終了は、 Enet-HDLCEnet-HDLC側／ホス ト 側のど ち ら から側／ホス ト 側のど ち ら から

も可能です。も可能です。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ーサネッ ト 関係のア ド レ ス等は、イ ーサネッ ト 関係のア ド レ ス等は、プ ロ グ ラ ムモ ード で対話式に設定プ ロ グ ラ ムモ ード で対話式に設定

が可能です。が可能です。 こ れら の条件設定は、こ れら の条件設定は、 フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROM (ROM (電気的消去電気的消去・・ 編集可能編集可能) ) にに

記憶さ せま す。記憶さ せま す。設定は、設定は、 HDLCHDLCポート を設定時のみポート を設定時のみ RS232CRS232Cチ ャ ン ネルと し て使チャ ン ネルと し て使

用し タ ーミ ナルソ フ ト ＋パソ コ ン の用し タ ーミ ナルソ フ ト ＋パソ コ ン のRS232CRS232Cを使用し た方法とを使用し た方法と TELNET LOGINTELNET LOGINにに

よ る方法が可能です。よ る方法が可能です。

※※ 11：： TCPTCP//IPIPとと LAPLAP--BBと いう 異なる プ ロ ト コ ルの変換を行う 為に、と いう 異なる プ ロ ト コ ルの変換を行う 為に、一部機能に制一部機能に制

限があり ま す。限があり ま す。  ( (詳細は第詳細は第33章、章、第第44章、章、第第55章を参照下さ い章を参照下さ い ))

※※ 22：： ネッ ト ワ ーク 端末よ りネッ ト ワ ーク 端末よ り Enet-HDLCEnet-HDLCに対し てに対し て TELNETTELNET　　 LOGINLOGIN を行う 事でを行う 事で

Enet-HDLCEnet-HDLC の設定値変更／の設定値変更／Enet-HDLCEnet-HDLC の再起動が可能です。の再起動が可能です。

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC のの HDLCHDLCポート は送信／受信ク ロ ッ ク によ り 同期を取っ て動作し まポート は送信／受信ク ロ ッ ク によ り 同期を取っ て動作し ま

す。す。ク ロ ッ ク 信号の無いク ロ ッ ク 信号の無い HDLCHDLC機器と は接続出来ません。機器と は接続出来ません。 (DPLL (DPLL回路は未搭載です回路は未搭載です))

序－２ 　 本機の特徴序－２ 　 本機の特徴
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序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み方

初めて初めて Enet-HDLCEnet-HDLCを ご使用になる場合は、を ご使用になる場合は、 こ のマ ニ ュ ア ルを次の順に読みながらこ のマ ニ ュ ア ルを次の順に読みながら

実行し て下さ い。実行し て下さ い。

Enet-HDLCEnet-HDLCは使用に先立ち 、は使用に先立ち 、11台台11台に設定を行っ てから でないと 動作し ま せんの台に設定を行っ てから でないと 動作し ま せんの

で、で、 必ず下記の手順を実行し て下さ い。必ず下記の手順を実行し て下さ い。

[[第第 11 章　 通信を 行う 前の準備章　 通信を 行う 前の準備] ] を 参照に し てを 参照に し て

Enet-HDLCEnet-HDLC に動作条件を設定し ます。に動作条件を設定し ま す。

[[第第22 章　 簡単な通信テス ト章　 簡単な通信テス ト ] ] を 参照に し てを参照にし て 22 点点

間の物理的な接続を確認し ま す。間の物理的な接続を確認し ま す。

[[第第33章　 伝送仕様について章　 伝送仕様について ] [] [第第44章　 情報フ レ章　 情報フ レ

－ム送受信時の誤り 回復動作－ム送受信時の誤り 回復動作] ] を よ く お読み頂いをよ く お読み頂い

た上で、た上で、シス テム構成で必要な設定を行います。シス テム構成で必要な設定を行います。

[[第第66 章　 使用例章　 使用例] ] を 参照にし て実際の通信を行を参照にし て実際の通信を行

います。いま す。　　 HDLCHDLC//RS232CRS232C機器を接続時には機器を接続時には [ [第第

77章　 物理的仕様章　 物理的仕様] ] の中にケーブ ル接続の例があの中にケーブ ル接続の例があ

り ま すので接続機器に合わせたケーブ ルを ご利り ま すので接続機器に合わせたケーブ ルを ご利

用下さ い。用下さ い。
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序－４ 　 各部の名称と 働き序－４ 　 各部の名称と 働き  (LED (LE D とと SW )SW )

Enet-HDLC
Ethernet/HDLC

PROG POWER
PROG/

CONNECT PACKET

10BaseT
DC5V

HDLC

電源投入と と も に赤に点灯し ます。

PACKET

TCP、 プ ロ －ド キャ ス ト パケ ッ ト
送受信時に緑で点滅

PRO G RAM /CO N N E C T

TCP/I P開設時、 緑で点灯、 プ ロ グ ラ

ムモ ード 時、 赤で点灯

電源投入時、 押下し ている と 、 通信条件固定の
プ ロ グ ラ ムモ ード から 起動する

POWER

PROG

10BaseTコ ネク タ DC INジャ ッ ク

HDLC Dsub25ピ ン メ ス

（ DTE配列)止めネジM2.6
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◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネルチ ャ ン ネル ：：

イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称

◆◆ HDLCH DLC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ：：

Enet-HDLCEnet-HDLC のの HDLCHDLC に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称に接続さ れるチャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称

◆◆ 自機自機：：

Enet-HDLCEnet-HDLC と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位

◆◆ 相手機器相手機器：：

Enet-HDLCEnet-HDLC とと TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、 イ ーサネッ ト を介し てネッ トイ ーサネッ ト を介し てネッ ト

ワ ーク 通信するサーバを含む通信相手機器の総称ワーク 通信するサーバを含む通信相手機器の総称

◆◆ 端末機器端末機器：：

HDLCHDLC チ ャ ン ネルチャ ン ネルに接続さ れる端末機器の総称に接続さ れる端末機器の総称

◆◆ フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM ：：

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM。。 　 パソ コ ン等でメ モ リ ス イ ッ チ等に使用さ れて　 パソ コ ン等でメ モ リ ス イ ッ チ等に使用さ れて

いるいる ICICの名称の名称

◆◆ TERM WINTERM WIN：：

添付さ れている ソ フ ト はパソ コ ン を使用し て添付さ れている ソ フ ト はパソ コ ン を使用し てEnet-HDLCEnet-HDLCのプ ロ グ ラ ムモード をのプ ロ グ ラ ムモード を

実行する為に使用し ま す。実行する為に使用し ま す。

キー入力がキー入力が RS232CRS232C に出力さ れ、に出力さ れ、 RS232CRS232C から の入力は画面に表示さ れます。から の入力は画面に表示さ れます。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ：：

プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、 各種条件を設定する際の各種条件を設定する際の Enet-HDLCEnet-HDLC の状態を言いまの状態を言いま

す。す。ネッ ト ワ ーク 関係のア ド レ スやネッ ト ワ ーク 関係のア ド レ スや HDLCHDLCの通信条件等は、の通信条件等は、利用に先立ち一度プ利用に先立ち一度プ

ロ グ ラ ムモ ード で設定を行う 必要があり ま す。ロ グ ラ ムモ ード で設定を行う 必要があり ま す。不揮発性メ モ リ に記憶さ れる為、不揮発性メ モ リ に記憶さ れる為、

その後は電源を入れるだけで設定さ れた条件で動作し ます。その後は電源を入れるだけで設定さ れた条件で動作し ます。　 プ ロ グ ラ ムモ ード　 プ ロ グ ラ ムモ ード

の実行には以下のの実行には以下の 22 通り の方法があり ま す。通り の方法があり ま す。

1)1) Enet-HDLCEnet-HDLCのの HDLCHDLCポート を使用し て、ポート を使用し て、RS232CRS232Cポート を持つパソ コ ン＋ポート を持つパソ コ ン＋

タ ーミ ナルソ フ ト で設定を行う 方法。タ ーミ ナルソ フ ト で設定を行う 方法。

2)2) Enet-HDLCEnet-HDLCのイ ーサネッ ト ポート を使用し て、のイ ーサネッ ト ポート を使用し て、TELNETTELNETが起動可能な端末が起動可能な端末

よ り 設定を行う 方法。よ り 設定を行う 方法。

◆◆ LFCR ：：

キャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バイ ト 。バイ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、  LFCR   のの 22バイ ト がバイ ト が

付加さ れていま す。付加さ れていま す。

序－５ 　 本書で使われる 用語序－５ 　 本書で使われる 用語

ご 注意ご 注意 1)1)の場合、の場合、 Enet-HDLCEnet-HDLCのの HDLCHDLC チ ャ ン ネルはチャ ン ネルは RS232CRS232C と し て動作し ま す。と し て動作し ま す。
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第１ 章　第１ 章　 　 通信を 行う 前の準備　 通信を 行う 前の準備

１ －１ 　 電源の投入１ －１ 　 電源の投入

添付の添付の ACACア ダ プ タ を差し 込むと 電源投入と なり ま す。ア ダ プ タ を差し 込むと 電源投入と なり ま す。

POWERPOWER のの LEDLED が赤で点灯し ま す。が赤で点灯し ま す。

ま た 、ま た 、PROGPROGとと PACKETPACKETのの LEDLEDが緑で点滅し ま す。が緑で点滅し ま す。　 こ の間にハード ウ ェ ア のチ ェ ッ　 こ の間にハード ウ ェ ア のチ ェ ッ

ク を行っ ていま す。ク を行っ ていま す。

正常な場合正常な場合 異常な場合異常な場合

PROGPROGとと PACKETPACKETのの LEDLEDはは

消灯し ま す。消灯し ま す。

PROGPROG ま た はま た は PACKETPACKET のの

LEDLED が赤で点滅し ま す。が赤で点滅し ま す。

弊社ユ－ザサポート 課へご弊社ユ－ザサポート 課へご

連絡下さ い。連絡下さ い。

プ ロ グ ラ ムモ ード で、プ ロ グ ラ ムモ ード で、各種各種

設定を行ないます。設定を行ないます。

ご 注意ご 注意 LEDLEDが緑で点滅後に、が緑で点滅後に、赤の点滅赤の点滅 ( (PROGPROG ま たはま たは PACKETPACKETのいずれかのいずれか ) ) と なっと なっ

た場合はた場合はハード ウ ェ ア チ ェ ッ ク で異常を検出し た状態です。ハード ウ ェ ア チ ェ ッ ク で異常を検出し た状態です。

弊社ユーザサポート ま でご連絡下さ い。弊社ユーザサポート ま でご連絡下さ い。



88

第１ 章　 通信を行う 前の準備第１ 章　 通信を行う 前の準備

１ －２ 　 通信条件の設定を 行う１ －２ 　 通信条件の設定を 行う  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、各種通信条件、各種通信条件、相手機器のア ド レ ス等を フ ラ ッ シュ相手機器のア ド レ ス等を フ ラ ッ シュ ROMROMに記録しに記録し

て、て 、そ の設定条件で動作し ます。そ の設定条件で動作し ます。従っ て 、従っ て 、ご利用前に、ご利用前に、各種条件を フ ラ ッ シュ各種条件を フ ラ ッ シュ ROMROM

に予め設定し ておく 必要が有り ま す。に予め設定し ておく 必要が有り ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへのへの

編集、編集、 書き込み作業を行う モ ード です。書き込み作業を行う モ ード です。

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMは、は、電源を切っ ても そ の内容が消去さ れる こ と はあり ま せん。電源を切っ ても そ の内容が消去さ れる こ と はあり ま せん。再度、再度、

電源投入し た後、電源投入し た後、設定さ れた内容で動作し ます。設定さ れた内容で動作し ます。フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへの書き込み繰りへの書き込み繰り

返し 寿命は、返し 寿命は、約約1010万回です。万回です。プ ロ グ ラ ムモ ード 終了時に、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了時に、一括し て書き込みを行い一括し て書き込みを行い

ますので、ま すので、 通常の使用では充分の回数です。通常の使用では充分の回数です。

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM への書き込みは以下の２ つの方法が可能です。への書き込みは以下の２ つの方法が可能です。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC のシリ ア ルチャ ン ネルを使用し てタ ーミ ナル機能を持つ端末機器のシリ ア ルチャ ン ネルを使用し てタ ーミ ナル機能を持つ端末機器

((パソ コ ン等パソ コ ン等) ) を 使用する方法。を使用する方法。

Enet-HDLCEnet-HDLC のの HDLCHDLC コ ネク タ を 一時的にコ ネク タ を 一時的に RS232CRS232C 非同期通信と し て使用し ま非同期通信と し て使用し ま

す。す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCのイ ーサネッ ト ポート を使用し てのイ ーサネッ ト ポート を使用し て TELNETTELNETが使用可能な端末機器かが使用可能な端末機器か

ら 書き込みを行う 方法。ら 書き込みを行う 方法。

※※ ど ち ら の方法もプ ロ グ ラ ムモ ード を対話的に編集する事が可能です。ど ち ら の方法もプ ロ グ ラ ムモ ード を対話的に編集する事が可能です。

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ムモ ード と はプ ロ グ ラ ムモ ード と は

メ 　 モメ 　 モ 　 ▼　 ▼ シリ アルチャ ン ネルを使用する場合で端末機器がシリ アルチャ ン ネルを使用する場合で端末機器がWindowsWindowsの環境下にの環境下に

ある場合は、ある場合は、 添付の添付の TERM WINTERM WINが使用でき ま す。が使用でき ま す。

端末機器に端末機器に W ind owsW ind ows が イ ン ス ト ー ル さ れて い ればが イ ン ス ト ー ル さ れて い れば W ind owsW ind ows のの

HyperterminalHyperterminal 等でも プ ロ グ ラ ムモ ード は実行可能です。等でも プ ロ グ ラ ムモ ード は実行可能です。

　 ▼　 ▼ 出荷時の通信条件は、出荷時の通信条件は、 BPS=9600 BPS=9600 データ 長データ 長=8ﾋﾞ ｯﾄ STOP=2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ==8ﾋﾞ ｯﾄ STOP=2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ= 無無

し でし です。す。
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◆◆ シリ ア ルチャ ン ネルを使用する場合シリ ア ルチャ ン ネルを使用する場合

１ －２ －２ 　 パソ コ ン と 本機を 接続する１ －２ －２ 　 パソ コ ン と 本機を 接続する

◆◆ TELNETTELNETを使用する場合を使用する場合

DO S/V機 25ピ ン ク ロ ス ケーブ ル (添付品)

9 /2 5 ピ ン

変換コ ネク タ

(添付品)

ACア ダ プ タ
TERM WIN
CD-R

Enet-HDLC

イ ーサネッ ト

TELNETが実行可能な

端末機器

Enet-HDLC
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ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シュ変更内容を フ ラ ッ シュ ROMROMに書き込むにはに書き込むには約２ 秒約２ 秒かかり ま す。かかり ま す。こ の間に電こ の間に電

源を 落と し ま すと 設定内容が壊れる 可能性があ り ま す 。源を 落と し ま すと 設定内容が壊れる 可能性があ り ま す 。

プ ロ グ ラ ムモ ード 終了後に電源を落と す場合は、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了後に電源を落と す場合は、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了メ ップ ロ グ ラ ムモ ード 終了メ ッ

セージ確認後、セージ確認後、 必ず必ず２ 秒以上２ 秒以上時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。

TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード でによ る プ ロ グ ラ ムモ ード で RebootReboot以外の場合は、以外の場合は、設定内容更新後、設定内容更新後、

必ず必ず２ 秒以上２ 秒以上時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。

◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22 を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

正し く プ ロ グ ラ ムモ ード に入る と 、正し く プ ロ グ ラ ムモ ード に入る と 、 パソ コ ン画面ま たはパソ コ ン画面ま たは TELNETTELNET端末には、端末には、

*** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE ***  LFCR   が送信さ れプロ グ ラ ムモード へ入っ た事を知らが送信さ れプロ グ ラ ムモード へ入っ た事を知ら

せませま す。す。こ の時、こ の時、PROG LEDPROG LEDが赤く 点灯し ま す。が赤く 点灯し ま す。こ の状態がプ ロ グ ラ ムモ ード で、こ の状態がプ ロ グ ラ ムモ ード で、

終了の操作を行っ て通常状態に戻るま で続き ま す。終了の操作を行っ て通常状態に戻るま で続き ま す。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を送出し 、 プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 END END LFCR   を 受信する と 以下のよ う に動作し ま す。を受信する と 以下のよ う に動作し ま す。

11．． *** PROGRAM END ****** PROGRAM END ***  LFCR   を返送し てプ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。を返送し てプ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

22．． (a)(a) PROG SW (1PROG SW (1--33--1) 1) に よ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合

変更内容を フ ラ ッ シュ変更内容を フ ラ ッ シュ ROMROM に書き込みます。に書き込みます。

なお、なお、シリ ア ルポート の通信条件を変更し た場合は、シリ ア ルポート の通信条件を変更し た場合は、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM

への書き込み完了後、への書き込み完了後、 通信条件が変更さ れます。通信条件が変更さ れます。

(b )(b ) TELNET (1TELNET (1--33--2) 2) に よ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合

上記メ ッ セージを送出後にさ ら に動作の選択要求が送信さ れます。上記メ ッ セージを送出後にさ ら に動作の選択要求が送信さ れます。　　

詳細は詳細は [1 [1--33--22　　 TELNETTELNETによ る プ ロ グラ ムモ ードによ る プ ロ グラ ムモ ード ] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、 終了方法終了方法
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パソ コ ン を タ ーミ ナルと し て準備し たら 、パソ コ ン を タ ーミ ナルと し て準備し たら 、 PROG SWPROG SW を押し ながらを押し ながら Enet-HDLCEnet-HDLC のの

電源を投入し て下さ い。電源を投入し て下さ い。

こ の動作時のみこ の動作時のみ Enet-HDLCEnet-HDLC のの HDLCHDLC チ ャ ン ネルはチャ ン ネルは RS232CRS232C と し て動作し ま す。と し て動作し ま す。

こ の時の、こ の時の、 プ ロ グ ラ ムモ ード での通信条件は固定です。プ ロ グ ラ ムモ ード での通信条件は固定です。

通信速度通信速度：： 9600bps 9600bps データ 長データ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト   ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22 ビ ッ トビ ッ ト   パリ テ ィパリ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の通信条件を上記に合わせて使用し て下さ い。端末機器の通信条件を上記に合わせて使用し て下さ い。

こ の方法は、こ の方法は、 次の様な場合に有効です。次の様な場合に有効です。

◆◆ TELNET Log inTELNET Log in に よ る設定変更が不能なと き 。によ る設定変更が不能なと き 。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PROGPROG 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ードに よ る プ ロ グ ラ ム モ ード

１ －３ －２ 　１ －３ －２ 　 TELN ETTELN ET に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-HDLCEnet-HDLC のの IPIP ア ド レ ス はデフ ォ ルト でア ド レ ス はデフ ォ ルト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て いま す。と なっ て いま す。

Enet-HDLCEnet-HDLCを接続するネッ ト ワーク が上記ア ド レスのま ま使用し ても問題を接続するネッ ト ワーク が上記ア ド レスのま ま使用し ても問題

がない事を確認し て下さ い。がない事を確認し て下さ い。 　 以下の様な場合にはそ のま ま の　 以下の様な場合にはそ のま ま の IPIPア ド レ スア ド レ ス

でで TELNETTELNET通信を行う と 問題が発生する可能性があり ま す。通信を行う と 問題が発生する可能性があり ま す。

　 　 　 　　 　 　 　

◆◆接続するネッ ト ワ ーク のア ド レ ス空間が上記デフ ォ ルト と 異なる場合。接続するネッ ト ワ ーク のア ド レ ス空間が上記デフ ォ ルト と 異なる場合。

◆◆既にデフ ォ ルト のア ド レ スが他の機器で使用さ れている場合。既にデフ ォ ルト のア ド レ スが他の機器で使用さ れている場合。

こ のよ う な場合は、こ のよ う な場合は、 一度、一度、前述前述11--33--11 の方法にて使用可能なの方法にて使用可能な IPIPアア ド レ ス をド レ ス を

設定し た後に行う か、設定し た後に行う か、影響のないセグ メ ン ト 内で影響のないセグ メ ン ト 内でTELNETTELNETによ る設によ る設定変更を定変更を

行います。行います。

　 　 　 　　 　 　 　 ((例例：： Enet-HDLCEnet-HDLC と 端末のと 端末の 22 台のみを イ ーサネッ ト 接続する 。台のみを イ ーサネッ ト 接続する 。))

イ ーサネッ ト を介し てイ ーサネッ ト を介し て Enet-HDLCEnet-HDLC とと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ムモ ー通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ムモ ー

ド に入り ま す。ド に入り ま す。

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設中やデータ 通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード へ入る事が可能でコ ネク ショ ン開設中やデータ 通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード へ入る事が可能で

す。す。
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Password :Password :にに Enet-HDLCEnet-HDLCで設定で設定 ( (後述プ ロ グ ラ ムモ ード 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ムモ ード 設定項目参照) ) さ れたパスさ れたパス

ワ ード を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。ワ ード を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

デフ ォ ルト のパス ワ ード はデフ ォ ルト のパス ワ ード は Enet-HEnet-H です。です。

((パス ワ ード は表示さ れませんパス ワ ード は表示さ れません ))

正し いパス ワ ード が入力さ れる と正し いパス ワ ード が入力さ れる と *** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE ***  LFCR   が表示さ れプ ロが表示さ れプ ロ

グ ラ ムグ ラ ムモ ード に入り ま す。モ ード に入り ま す。

誤っ たパス ワ ード を入力し た場合は、誤っ たパス ワ ード を入力し た場合は、以下の様なメ ッ セージが表示さ れパス ワ ード以下の様なメ ッ セージが表示さ れパス ワ ード

の再入力と なり ま す。の再入力と なり ま す。

Log in incorrectLog in incorrect

Password :Password :

プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ た後の設定変更等の操作は、プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ た後の設定変更等の操作は、 前述前述11--33--11 と 同様です。と 同様です。後述後述

[1[1--44 プ ロ グ ラ ムモ ード 状態での設定方法プ ロ グ ラ ムモ ード 状態での設定方法] [1] [1--55設定項目の解説設定項目の解説] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

以下に以下に Windows98Windows98 でのでの TELNET Log inTELNET Log in のの

例を あげま す。例を あげま す。

DOSDOSプ ロ ン プ ト よ り 以下のコ マ ン ド を入プロ ン プ ト よ り 以下のコ マ ン ド を入

力し ま す。力し ま す。

C:¥W INDOWS> telnet 192.168.0 .10C:¥W INDOWS> telnet 192.168.0 .10

TELNETTELNET接続さ れて以下のよ う な画面と接続さ れて以下のよ う な画面と

なり ま す。なり ま す。

◆◆ TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード の終了によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の終了

TELNETTELNETによ り プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する場合は、によ り プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する場合は、他の方法と 同様に他の方法と 同様に END(end)END(end)

LFCR   を 入力し ま す。を入力し ま す。

する とする と *** PROGRAM END ****** PROGRAM END ***  LFCR   が表示さ れプ ロ グ ラ ムモ ード が終了し た事が表示さ れプ ロ グ ラ ムモ ード が終了し た事

を通知し ま す。を通知し ま す。 ( (他の方法と こ こ ま では同様です。他の方法と こ こ ま では同様です。))

し かしし かし TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード では、によ る プ ロ グ ラ ムモ ード では、設定変更を行っ た値はこ の時点で設定変更を行っ た値はこ の時点で

は書き込まれずに、は書き込まれずに、 ENDEND メ ッ セージの後に以下の様なメ ッ セージが表示さ れまメ ッ セージの後に以下の様なメ ッ セージが表示さ れま

す。す。

そ れぞれのメ ッ セージの意味は以下のと おり です。そ れぞれのメ ッ セージの意味は以下のと おり です。

1:Up d ate and  Reb oot1:Up d ate and  Reb oot 設定変更値を更新し て設定変更値を更新し て Enet-HDLCEnet-HDLC を再起動しを再起動し

TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。
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2:Quit and  Reb oot2:Quit and  Reb oot 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て Enet-HDLCEnet-HDLC を再起動しを再起動し

TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

3:Upd ate and  Quit3 :Upd ate and  Quit 設定変更を行い設定変更を行い TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

4:Quit4:Quit 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

Select numb er:Select numb er:

Select numb erSelect numb er の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

11 ～～22 を選択時点でを選択時点で TCPTCP//IPIPデータ 通信コ ネク ショ ン が開かれている場合に下記データ 通信コ ネク ショ ン が開かれている場合に下記

メ ッ セージが表示さ れます。メ ッ セージが表示さ れます。 データ 通信コ ネク ショ ン が開かれていない場合は、データ 通信コ ネク ショ ン が開かれていない場合は、

選択さ れた処理が行われます。選択さ れた処理が行われます。

Warning :  Und er communica tion runningW arning :  Und er communica tion running

1:Ok  2 :Cancel1 :Ok  2 :Cancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select numb er:Select numb er:

Select numb erSelect numb er の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

11 を入力の場合は、を入力の場合は、 データ 通信の有無に関わら ず、データ 通信の有無に関わら ず、 前述で選択さ れた前述で選択さ れた 11～～33 の処の処

理を行います。理を行います。

22 を選択の場合は、を選択の場合は、 再度　再度　 11 ～～44 の選択メ ッ セージが表示さ れます。の選択メ ッ セージが表示さ れます。

ご 注意ご 注意 11～～33の番号の処理を実行し た場合、の番号の処理を実行し た場合、プ ロ グ ラ ムモ ード 内で設定変更し た値プ ロ グ ラ ムモ ード 内で設定変更し た値

が書き変わっ た り 、が書き変わっ た り 、 Enet-HDLCEnet-HDLCが再起動し ます。が再起動し ます。 こ の場合には、こ の場合には、 TCPTCP//IPIP

コ ネク ショ ン 中のデータ 通信用ポート の状態が維持出来なく なり ま す。コ ネク ショ ン 中のデータ 通信用ポート の状態が維持出来なく なり ま す。

((イ ーサネッ ト チャ ン ネル、イ ーサネッ ト チャ ン ネル、シリ アルチャ ン ネル共にシリ アルチャ ン ネル共に ) ) よ っ て現在コ ネク ショよ っ て現在コ ネク ショ

ン中の場合、ン中の場合、 強制終了さ れます。強制終了さ れます。

ま た 、ま た 、 再起動が行われた場合は再起動が行われた場合は Enet-HDLCEnet-HDLC の電源再投入と 同じ 動作と なの電源再投入と 同じ 動作と な

り ま す。り ま す。11～～33を選択する場合は、を選択する場合は、現在のデータ 通信状態が破棄さ れる事を現在のデータ 通信状態が破棄さ れる事を

ご承知の上で、ご承知の上で、 注意し て行っ て下さ い。注意し て行っ て下さ い。

※※ UpdateUpdate 処理が行なわれる と 、処理が行なわれる と 、 Update Completed Update Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れのメ ッ セージが表示さ れ

ます。ま す。

※※ RebootReboot処理が行なわれる と 、処理が行なわれる と 、 Reboot Completed Reboot Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れのメ ッ セージが表示さ れ

ます。ま す。

※※ TELNETTELNETセッ ショ ン を終了の際に、セッ ショ ン を終了の際に、 Disconnected Disconnected LFCR   のメ ッ セージが表示さ れのメ ッ セージが表示さ れ

ます。ま す。
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１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の設定方法

◆◆ 設定変更の方法は　 ○○設定変更の方法は　 ○○== ○○○○○○  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) が基本です。が基本です。

画面表示し ている書式と 同じ よ う にキー入力し ま す。画面表示し ている書式と 同じ よ う にキー入力し ま す。

エ ン タ ーキーは、エ ン タ ーキーは、 端末の端末の EnterEnterキーを押すこ と を表し ていま す。キーを押すこ と を表し ていま す。

ASCIIASCII コ ード の英大文字、コ ード の英大文字、 英小文字、英小文字、 数字、数字、 記号を使用し ま す。記号を使用し ま す。

例例)) 通信速度の変更例　通信速度の変更例　 19200bps19200bps に変更する 。に変更する 。

B=19200B=19200  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ))　 ま たは　　 ま たは　 b=19200 b=19200  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ))

 ( (プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する ま で通信条件は変わり ま せん。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する ま で通信条件は変わり ま せん。))

◆◆ も し 誤っ た書式や設定できない値を入力し た場合は？を返し ま す。も し 誤っ た書式や設定できない値を入力し た場合は？を返し ま す。

◆◆ エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー  ( (直前に文字を打たずに直前に文字を打たずに EnterEnterキーのみキーのみ) ) を 押すと 、を押すと 、 現在の設定値現在の設定値

ページま たは次の設定値ページを表示し ま す。ページま たは次の設定値ページを表示し ま す。

事前に変更入力があっ た場合→変更入力さ れた項目のページを表示事前に変更入力があっ た場合→変更入力さ れた項目のページを表示

事前に変更入力が無い場合　 →現在表示の次のページを表示事前に変更入力が無い場合　 →現在表示の次のページを表示

◆◆ 設定画面のページは全部で設定画面のページは全部で 33 ページあり ま す。ページあり ま す。

表示ページを変える には、表示ページを変える には、前述のエ ン タ ーキーによ る方法の他にページ番号指定前述のエ ン タ ーキーによ る方法の他にページ番号指定

によ る方法があり ま す。によ る方法があり ま す。

例例)) 22  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ))＝＝(2(2 ページ目を表示するページ目を表示する ))

１ －４ －１ 　 基本的な操作方法１ －４ －１ 　 基本的な操作方法
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◆◆ 22 ページ目ページ目

*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//3 ***3 ***

MAC= 00:C0 :84 : 08 : F1: 33       ETHERNET ADDRESSMAC= 00:C0 :84 : 08 : F1: 33       ETHERNET ADDRESS

IP= 192 .168 .0 . 10IP= 192 .168 .0 . 10 IP ADDRESSIP ADDRESS

PORT= 0000PORT= 0000 SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER

NETM= 0.0 . 0. 0NETM= 0.0 . 0. 0 NETMASKNETMASK

DEFG= 0. 0. 0. 0DEFG= 0. 0. 0. 0 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY

BRDA= 255. 255. 255 . 255BRDA= 255. 255. 255 . 255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS

WAIT=  120W AIT=  120 TIME WAITTIME WAIT  (sec)(sec)

PASS= Ene t-HPASS= Ene t-H FTP or TELNET PASS WORDFTP or TELNET PASS WORD

OBSP= 0000OBSP= 0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER

TRY= STRY= S RETRY COUNTERRETRY COUNTER  [N[N//S]S]

*** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE *** +CR+LF  +CR+LF の表示後、の表示後、エ ン タ ーキーを押すとエ ン タ ーキーを押すと 11ページ目がページ目が

表示さ れます。表示さ れます。

11 ～～33 ページの内容は以下です。ページの内容は以下です。

◆◆ 11 ページ目ページ目

*** PROGRAM 1*** PROGRAM 1//3 ***3 ***

Enet-H   Ver1 .0   01Enet-H   Ver1 .0   01//XXXX//XXXX ROM VERSIONROM VERSION

TCLK= 1TCLK= 1 TX CLK SELECTTX CLK SELECT  [1: ST1 or 2: ST2][1: ST1 or 2: ST2]

B= 9600B= 9600 BPSBPS  [2400[2400//48004800//96009600//1920019200//3840038400//7680076800//153600153600

1440014400//2880028800//5760057600//115200]115200]

CRC= 16CRC= 16 CRC   SELECTCRC   SELECT  [16 or 32][16 or 32]

EF= 0EF= 0 DATA ENCODING  FORMATDATA ENCODING  FORMAT  [0 : NRZ or 1 : NRZI][0 : NRZ or 1 : NRZI]

MA= 01MA= 01 MY  ADDRESSMY  ADDRESS  [01-FE 8b it ONLY][01-FE 8b it ONLY]

YA= 02YA= 02 YOU ADDRESSYOU ADDRESS  [01-FE 8b it ONLY][01-FE 8b it ONLY]

T1=  2 .00T1=  2 .00 RESPONCE TIMERRESPONCE TIMER  [99. 99sec][99. 99sec]

N2=    5N2=    5 RETRY COUNTERRETRY COUNTER  [1-20][1-20]

T2=  1 .00T2=  1 .00 TX RR RESPONCE TIMERTX RR RESPONCE TIMER  [99. 99sec][99. 99sec]

TT44=  3 . 00=  3 . 00 FOR REMOTE CHANNEL BUSY TIMERFOR REMOTE CHANNEL BUSY TIMER  [99 . 99sec][99 . 99sec]

OC= 1OC= 1 OUT STANDING  COUNTEROUT STANDING  COUNTER  [1-7][1-7]

DM= DDM= D POW ER ON DM SENDPOW ER ON DM SEND  [E[E//D]D]

FLG = DFLG = D FLAG  SNEDFLAG  SNED  [E[E//D]D]

１ －４ －２ 　 表示画面１ －４ －２ 　 表示画面
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１ －５ 　 設定項目の解説１ －５ 　 設定項目の解説

１ －５ －１ 　 各項目の意味、１ －５ －１ 　 各項目の意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値

◆プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定　◆プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定　 11//33 ペ－ジペ－ジ

▼▼ ROM VERSIONROM VERSION

ソ フ ト バージョ ン を表示し ま す。ソ フ ト バージョ ン を表示し ま す。

▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC 送信ク ロ ッ ク の選択送信ク ロ ッ ク の選択 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 11

TCLK=1 TCLK=1 LFCR 送信ク ロ ッ ク を自機送信ク ロ ッ ク を自機ST1ST1 出力と し ま す。出力と し ま す。

受信ク ロ ッ ク を受信ク ロ ッ ク を RXCRXC入力と し ま す。入力と し ま す。

TCLK=2 TCLK=2 LFCR 送信ク ロ ッ ク を送信ク ロ ッ ク を ST2ST2 入力と し ま す。入力と し ま す。

受信ク ロ ッ ク を受信ク ロ ッ ク を RXCRXC入力と し ま す。入力と し ま す。

▼▼ シ リ ア ル通信速度シ リ ア ル通信速度 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 96009600

B= nnnn B= nnnn LFCR nnnn bpsnnnn bps と し ま す。と し ま す。

値は値は 2400,4800,9600,19200,38400,76800,1536002400,4800,9600,19200,38400,76800,153600

14400,28800,57600,115200,48000,6400014400,28800,57600,115200,48000,64000 のいずれかです。のいずれかです。

◆◆ 33 ページ目ページ目

*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//3 ***3 ***

HOST IP ADDRESS      DEST HOST IP ADDRESS      DEST   PORT PORT   HOST HOST   ETHERNET ETHERNET   ADDRESSADDRESS

      1 I= 0 .0 . 0. 01 I= 0 .0 . 0. 0     1P= 00001P= 0000     1M= 00 :00:00:00: 00: 001M= 00 :00:00:00: 00: 00

      2 I= 0 .0 . 0. 02 I= 0 .0 . 0. 0     2P= 00002P= 0000     2M= 00 :00:00:00: 00: 002M= 00 :00:00:00: 00: 00

      3 I= 0 .0 . 0. 03 I= 0 .0 . 0. 0     3P= 00003P= 0000     3M= 00 :00:00:00: 00: 003M= 00 :00:00:00: 00: 00

     4I= 0. 0 . 0. 0 4I= 0. 0 . 0. 0     4P= 00004P= 0000     4M= 00 :00:00:00: 00: 004M= 00 :00:00:00: 00: 00

      5 I= 0 .0 . 0. 05 I= 0 .0 . 0. 0     5P= 00005P= 0000     5M= 00 :00:00:00: 00: 005M= 00 :00:00:00: 00: 00

      6 I= 0 .0 . 0. 06 I= 0 .0 . 0. 0     6P= 00006P= 0000     6M= 00 :00:00:00: 00: 006M= 00 :00:00:00: 00: 00

      7 I= 0 .0 . 0. 07 I= 0 .0 . 0. 0     7P= 00007P= 0000     7M= 00 :00:00:00: 00: 007M= 00 :00:00:00: 00: 00

      8 I= 0 .0 . 0. 08 I= 0 .0 . 0. 0     8P= 00008P= 0000     8M= 00 :00:00:00: 00: 008M= 00 :00:00:00: 00: 00

      9 I= 0 .0 . 0. 09 I= 0 .0 . 0. 0     9P= 00009P= 0000     9M= 00 :00:00:00: 00: 009M= 00 :00:00:00: 00: 00

 10I= 0. 0. 0 . 0 10I= 0. 0. 0 . 0 10P= 000010P= 0000 10M= 00:00:00: 00: 00: 0010M= 00:00:00: 00: 00: 00

 11I= 0. 0. 0 . 0 11I= 0. 0. 0 . 0 11P= 000011P= 0000 11M= 00:00:00: 00: 00: 0011M= 00:00:00: 00: 00: 00

 12I= 0. 0. 0 . 0 12I= 0. 0. 0 . 0 12P= 000012P= 0000 12M= 00:00:00: 00: 00: 0012M= 00:00:00: 00: 00: 00

 13I= 0. 0. 0 . 0 13I= 0. 0. 0 . 0 13P= 000013P= 0000 13M= 00:00:00: 00: 00: 0013M= 00:00:00: 00: 00: 00

 14I= 0. 0. 0 . 0 14I= 0. 0. 0 . 0 14P= 000014P= 0000 14M= 00:00:00: 00: 00: 0014M= 00:00:00: 00: 00: 00

 15I= 0. 0. 0 . 0 15I= 0. 0. 0 . 0 15P= 000015P= 0000 15M= 00:00:00: 00: 00: 0015M= 00:00:00: 00: 00: 00

 16I= 0. 0. 0 . 0 16I= 0. 0. 0 . 0 16P= 000016P= 0000 16M= 00:00:00: 00: 00: 0016M= 00:00:00: 00: 00: 00

 17I= 0. 0. 0 . 0 17I= 0. 0. 0 . 0 17P= 000017P= 0000 17M= 00:00:00: 00: 00: 0017M= 00:00:00: 00: 00: 00

 18I= 0. 0. 0 . 0 18I= 0. 0. 0 . 0 18P= 000018P= 0000 18M= 00:00:00: 00: 00: 0018M= 00:00:00: 00: 00: 00
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▼▼ CRCCRC デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 1616

CRC=16 CRC=16 LFCR CRCCRCをを CCITT CRC (XCCITT CRC (X1616+X+X1212+X+X55+ 1) + 1) と し ま す。と し ま す。

CRC=32 CRC=32 LFCR CRCCRCをを CCITT CRC CCITT CRC (X(X3232+X+X2626+X+X2323+X+X2222+X+X1616+X+X1212+X+X1111+X+X1010+X+X88+X+X77

       +X       +X55+X+X44+X+X22+X+X11+ 1) + 1) と し ま す。と し ま す。

▼▼ デ－タ エ ン コ －デ ィ ン グ フ ォ －マ ッ トデ－タ エ ン コ －デ ィ ン グ フ ォ －マ ッ ト デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00

EF= 0 EF= 0 LFCR NRZNRZ形式と し ま す。形式と し ま す。

EF= 1 EF= 1 LFCR NRZINRZI形式と し ま す。形式と し ま す。

▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC のの HDLCHDLC ア ド レ スア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0000

MA=hh MA=hh LFCR Enet-HDLCEnet-HDLC のア ド レ ス をのア ド レ ス を hhhh と し ま す。と し ま す。

hhhh はは 01h01h ～～FEhFEh のの 1616 進数です。進数です。

▼▼ 相手相手HDLCHDLC 機器のア ド レ ス機器のア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0000

YA=hh YA=hh LFCR 相手相手HDLCHDLC機器のア ド レ ス を機器のア ド レ ス を hhhh と し ま す。と し ま す。

hhhh はは 01h01h ～～FEhFEh のの 1616 進数です。進数です。

▼▼ 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ 11 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 1.001.00

T1= nn.nnT1= nn.nn LFCR 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ T1T1 をを nn.nnnn.nn と し ま す。と し ま す。

nnnn はは 00 ～～99 の数値です。の数値です。

応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ 11は、は、P=1P=1のフ レ ーム、のフ レ ーム、IIフ レ ームま たはフ レ ームま たは FRMRFRMRレ ス ポン ス等をレ スポン ス等を

送信時に起動し ます。送信時に起動し ます。

上記に対する正し いレ スポン スが返送さ れる と 停止し ま す。上記に対する正し いレ スポン スが返送さ れる と 停止し ま す。

正し いレ スポン スが返送さ れない場合は、正し いレ スポン スが返送さ れない場合は、 T1T1 タ イ マ にてタ イ マ にて N2N2 回再送を行います。回再送を行います。

▼▼ 応答確認リ ト ラ イ 回数応答確認リ ト ラ イ 回数 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 55

N2=nn N2=nn LFCR 応答確認リ ト ラ イ 回数応答確認リ ト ラ イ 回数N2N2 をを nnnn と し ま す。と し ま す。

nnnn はは 11 ～～2020 の数値です。の数値です。

▼▼ 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ 22 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.500.50

T2=nn.nn T2=nn.nn LFCR 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ T2T2 をを nn.nnnn.nn と し ま す。と し ま す。

nnnn はは 00 ～～99 の数値です。の数値です。

こ のタ イ マ はこ のタ イ マ は HDLCHDLC機器よ り 正し い機器よ り 正し い II フ レ ームを受信し た時に起動し ま す。フ レ ームを受信し た時に起動し ま す。

T2T2 がタ イ ムア ウ ト し た時に、がタ イ ムア ウ ト し た時に、受信受信II フ レ ームの応答確認と し てフ レ ームの応答確認と し て RRRRレ ス ポン ス をレ スポン ス を

送信し ま す。送信し ま す。T2T2がタ イ ムア ウ ト する前にがタ イ ムア ウ ト する前に Enet-HDLCEnet-HDLCよ り 送信するよ り 送信する II フ レ ームがフ レ ームが

ある場合は、ある場合は、そ の Ｉ フ レ ームに応答確認を相乗り さ せて送信し 、そ の Ｉ フ レ ームに応答確認を相乗り さ せて送信し 、T2T2タ イ マ を停止タ イ マ を停止

し ま す。し ま す。 　 ※必ず　 ※必ず T1>T2T1>T2 と なる よ う に設定し て下さ い。と なる よ う に設定し て下さ い。
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▼▼ 相手局相手局 b usyb usy 監視用タ イ マ監視用タ イ マ 44 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 3.003.00

T4= nn.nnT4= nn.nn LFCR 相手局相手局busybusy 監視用タ イ マ監視用タ イ マ 44 をを nn.nnnn.nn と し ま す。と し ま す。

nnnn はは 00 ～～99 の数値です。の数値です。

相手局相手局busybusy監視用タ イ マ は監視用タ イ マ は HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り RNRRNR を受信時に起動し ます。を受信時に起動し ます。

そ の後そ の後HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り busybusy解除通知である解除通知である RRRRま たはま たは REJREJを受信する と 停止を受信する と 停止

さ れます。さ れま す。

BusyBusy解除通知を受信し ない場合は、解除通知を受信し ない場合は、RRRRコ マ ン ド をコ マ ン ド を T4T4 タ イ マ値によ りタ イ マ値によ り N2N2回再送回再送

し ます。し ま す。

▼▼ ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 11

OC=n OC=n LFCR ア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数ア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数OCOCをを nn と し ま す。と し ま す。

nnnn はは 11 ～～77 の数値です。の数値です。

相手から の応答確認なし に連続し て送信でき る Ｉ フ レ ームの数。相手から の応答確認なし に連続し て送信でき る Ｉ フ レ ームの数。

イ ーサネッ ト 相手機器よ り 受信し たデータ をイ ーサネッ ト 相手機器よ り 受信し たデータ を HDLCHDLC機器に対し て機器に対し て II フ レ ームと しフ レ ームと し

て送信毎にて送信毎に OC=nOC=n で設定の値と チ ェ ッで設定の値と チ ェ ッ ク を行い、ク を行い、設定値ｎ 番目の Ｉ フ レ ーム設定値ｎ 番目の Ｉ フ レ ーム

出力時に出力時に P=1P=1 のの II フ レ ームと し て送信し ま す。フ レ ームと し て送信し ま す。

P=1P=1 の Ｉ フ レ ーム送信後は、の Ｉ フ レ ーム送信後は、 相手相手HDLCHDLC機器よ り の受信確認を待ちます。機器よ り の受信確認を待ちます。

受信確認を待つ間は、受信確認を待つ間は、 次の Ｉ フ レ ームの送信はし ま せん。次の Ｉ フ レ ームの送信はし ま せん。

▼▼ 電源投入後の電源投入後の DMDM 送信送信 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 DD

DM=D DM=D LFCR 電源投入後に、電源投入後に、 何も送信し ま せん。何も送信し ま せん。

DM=E DM=E LFCR 電源投入後に、電源投入後に、 DMDM レ ス ポン ス を送信し 、レ スポン ス を送信し 、 SABMSABM を待ち ま す。を待ち ま す。

SABMSABMを受信し ない場合はを受信し ない場合はT1T1タ イ マ値でタ イ マ値で N2N2回回DMDMを送信し ま す。を送信し ま す。

▼▼ フ レ ー ム間の フ ラ グ ／ア イ ド ル の送信フ レ ー ム間の フ ラ グ ／ア イ ド ル の送信 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 DD

FLG=D FLG=D LFCR フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま せん。フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま せん。

フ レ ーム間はマ ークフ レ ーム間はマ ーク  (1)  (1) です。です。

FLG=E FLG=E LFCR フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま す。フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま す。
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▼▼ 自機イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス

MAC=00:C0:84:hh:hh:hh MAC=00:C0:84:hh:hh:hh LFCR こ の項目は、こ の項目は、 変更でき ま せん。変更でき ま せん。

hh:hh:hhhh:hh:hh 部分は、部分は、 個々の装置にユニ ーク な番号です。個々の装置にユニ ーク な番号です。

▼▼ 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス 　　 　　 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 192.168.0.10192.168.0.10

IP=ddd .ddd .ddd .ddd  IP=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR 自機自機 IPIPア ド レ ス を設定し ま す。ア ド レ ス を設定し ま す。

IPIPア ド レ スは、ア ド レ スは、 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1バイ トバイ ト ) ) 単位を単位を

ド ッ ト で区切り 、ド ッ ト で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で表示し ま す。進数で表示し ます。

個々の個々の dddddd の部分は、の部分は、 00 ～～255255 です。です。

▼▼ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

PORT=hhhh PORT=hhhh LFCR ソ ース ポート 番号を設定し ま す。ソ ースポート 番号を設定し ま す。

番号は、番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 1616 進数で指定し ま す。進数で指定し ます。

※※ ポート 番号はポート 番号は 00000000 の状態は未設定と なり ま す。の状態は未設定と なり ま す。

ご 注意ご 注意 Enet-HDLCEnet-HDLCのの PORTPORTの設定はの設定は､､すべてすべて Hex (16Hex (16 進数進数) ) での指定と なり ま すでの指定と なり ま す｡｡

通信相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム等の通信相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム等の PORTPORT指定が指定が Dec (10Dec (10 進数進数))の場合の場合

があり ま すのでがあり ま すので､､ご注意下さ いご注意下さ い｡｡

例例)) Enet-HDLCEnet-HDLC側で側で PORTPORTをを 1000 (Hex) 1000 (Hex) と 指定し た場合と 指定し た場合､､通信相手機器で設定通信相手機器で設定

するする Enet-HDLCEnet-HDLC のポート はのポート は､10､10 進数で進数で 4096 (Dec) 4096 (Dec) と 指定し ま すと 指定し ま す｡｡

ポート 番号のポート 番号の 00 ～～1024 (0400h) 1024 (0400h) ま ではま では wellwell--known portknown portと し て予約さと し て予約さ れてれて

いま す。いま す。

通常のデータ 通信には別の番号を設定し て下さ い。通常のデータ 通信には別の番号を設定し て下さ い。

◆プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定　◆プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定　 22//33 ペ－ジペ－ジ
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▼▼ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

DEFG= ddd .ddd .ddd .dddDEFG= ddd .ddd .ddd .ddd   LFCR

サブ ネッ ト の場合のデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 値を設定し ま す。サブ ネッ ト の場合のデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 値を設定し ま す。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

下図下図 [ [異なる ネーッ ト ワ ーク 間の通信異なるネーッ ト ワ ーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

▼▼ ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 255.255.255.255255.255.255.255

BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd LFCR

サブ ネッ ト のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。サブ ネッ ト のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

こ の値は、こ の値は、 IPIPとと NETMNETM の設定で連動し て変化し ま す。の設定で連動し て変化し ま す。 特に変更を要する時特に変更を要する時

にこ のコ マ ン ド を使用し ま す。にこ のコ マ ン ド を使用し ま す。

下図下図 [ [異なる ネッ ト ワ ーク 間の通信異なるネッ ト ワ ーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

※※ 上記のアド レス設定は同一のセグメ ン ト 内で通信を行う 場合には必要あり ません。上記のアド レス設定は同一のセグメ ン ト 内で通信を行う 場合には必要あり ません。

▼▼ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

NETM=ddd .ddd .ddd .dddNETM=ddd .ddd .ddd .ddd   LFCR

サブ ネッ ト の場合のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。サブ ネッ ト の場合のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

下図下図 [ [異なる ネーッ ト ワ ーク 間の通信異なるネーッ ト ワ ーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

★★  異なるネッ ト ワ ーク 間の通信例異なるネッ ト ワ ーク 間の通信例  ★★

ネッ ト ワ ーク

相手機器 No.1 IP= 192.168.20.12

ルータ ー No.2 IP= 192.168.20.02

ルータ ー No.1 IP= 192.168.20.01

ルータ ー No.3 IP= 192.168.50.01 相手機器 No.2 IP= 192.168.50.40

自機 Enet-HDLC
IP= 192.168.50.30 NETM=255.255.255.0 DEFG=192.168.50.1

BRDA=192.168.50.255 相手No.1= 192.168.20.12 相手No.2= 192.168.50.40

他ネッ ト へ

192.168.20.0

のサブ ネッ ト

192.168.50.0

のサブ ネッ ト

※太線が通信さ れるルート
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▼▼ タ イ ム ウ ェ イ ト の時間を 変更するタ イ ム ウ ェ イ ト の時間を 変更する デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 120120

WAIT=nnnWAIT=nnn   LFCR タ イ ムウ ェ イ ト をタ イ ムウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す。秒と し ま す。

nnnnnn はは 11 ～～999999 秒です。秒です。

通常は、通常は、 120120 秒ですが、秒ですが、 シス テムでこ の値を変更し ても良システムでこ の値を変更し ても良い場合にのみ変更しい場合にのみ変更し

て下さ い。て下さ い。

[3[3--4 TCP4 TCP//IPIPコ ネク ショ ン の終了コ ネク ショ ン の終了] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

▼▼ TELNET Log inTELNET Log in 時のパス ワ －ド を 指示する時のパス ワ －ド を 指示する デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 Enet-HEnet-H

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR タ イ ムウ ェ イ ト をタ イ ムウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す。秒と し ま す。

xxxxxxxxxxxxxxxx は最大は最大88 文字です。文字です。

TELNETTELNETで相手よ り ア ク セスがあっ た時、で相手よ り ア ク セスがあっ た時、 PASS=PASS= で指定さ れている文字列とで指定さ れている文字列と

チ ェ ッ ク を行いま す。チ ェ ッ ク を行いま す。 一致し なければ一致し なければ TELNETTELNET通信は行いません。通信は行いません。

PASS=  PASS=  LFCR   で指定無し と なり ま す。で指定無し と なり ま す。

※※ PASSPASS無し の場合、無し の場合、 TELNET Log inTELNET Log in に てセキュ リ テ ィ なし でのにてセキュ リ テ ィ なし での Enet-HDLCEnet-HDLC のの

再起動が可能と なっ てし ま いま す。再起動が可能と なっ てし ま いま す。安全の為、安全の為、 PASSPASSの設定を行う 事を おすすめの設定を行う 事を おすすめ

し ま す。し ま す。

▼▼ 将来拡張用ポ－ト 番号将来拡張用ポ－ト 番号 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

OBSP=hhhh OBSP=hhhh LFCR 拡張用のポ－ト 番号です。拡張用のポ－ト 番号です。

通常設定の必要はあり ま せん。通常設定の必要はあり ま せん。

▼▼ TCPTCP//IPIP デ－タ の再送、デ－タ の再送、 終了要求パケ ッ ト終了要求パケ ッ ト FINFIN の再送指定の再送指定

デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 SS

TRY=STRY=S Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 通信相手に通信相手に TCPTCP//IPIP データ パケ ッ ト を 送信後、データ パケ ッ ト を 送信後、相手相手

よ り の応答よ り の応答ACKACKパケ ッ ト を待ち ま す。パケ ッ ト を待ち ま す。こ の時相手よ り 応答が無い場合こ の時相手よ り 応答が無い場合

((ケーブ ル断、ケーブ ル断、 相手機器ダ ウ ン相手機器ダ ウ ン ) ) データ パケ ッ ト の再送を行います。データ パケ ッ ト の再送を行います。

再送は以下のタ イ マ間隔で行われます。再送は以下のタ イ マ間隔で行われます。

11秒後→秒後→22秒後→秒後→44秒後→秒後→88秒後→秒後→1616秒後→秒後→3232秒応答ウ エ イ ト し た後秒応答ウ エ イ ト し た後

に強制終了し ます。に強制終了し ます。

再送タ イ ムア ウ ト ま で約再送タ イ ムア ウ ト ま で約11 分です。分です。

TRY=NTRY=N 11 秒後→秒後→22 秒後→秒後→44 秒後→秒後→88 秒後→秒後→1616 秒後→秒後→3232 秒後→秒後→6464 秒後→秒後→

7070 秒後→秒後→7070 秒後→秒後→7070 秒後→秒後→7070 秒後→秒後→7070 秒後→秒後→7070 秒応答ウ秒応答ウ エ ィエ ィ

ト し た後に強制終了し ます。ト し た後に強制終了し ます。

再送タ イ ムア ウ ト ま で約再送タ イ ムア ウ ト ま で約99 分かかり ま す。分かかり ま す。
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▼▼ 相手相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の相手番の相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す。と し ま す。

nnnn は、は、 11 ～～1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

既に設定さ れていた既に設定さ れていた   テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の番の IPIPア ド レ ス を異なる値に設定し た場ア ド レ ス を異なる値に設定し た場合合

は、は、 同じ テーブ ルの相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま す。同じ テーブ ルの相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま す。

1I=1I=、、 1P (11P (1 番目番目) ) に設定し た相手に対し てに設定し た相手に対し て Enet-HDLCEnet-HDLCよ り コ ネク ショ ン 開設をよ り コ ネク ショ ン 開設を

行います。行いま す。

11～～1818の相手テーブ ルに登録し た相手よ り 開設要求を受信の場合は、の相手テーブ ルに登録し た相手よ り 開設要求を受信の場合は、HDLCHDLCチ ャチ ャ

ン ネルにン ネルに SABMSABM を送信し ま す。を送信し ま す。

 (TCP (TCP//IPIPコ ネク ショ ン 非開設時コ ネク ショ ン非開設時))

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン は同時に複数の開設は出来ません。コ ネク ショ ン は同時に複数の開設は出来ません。

▼▼ 相手ポー ト 番号相手ポー ト 番号 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

nnP= hhhhnnP= hhhh   LFCR テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の相手ポート 番号を番の相手ポート 番号を hhhhhhhh と し ま す。と し ま す。

nnnn は、は、 11 ～～1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

設定値は、設定値は、 ソ ースポート と 同様な書式です。ソ ースポート と 同様な書式です。

※※ 00000000 を 設定の場合、を設定の場合、 こ のテーブ ルナン バーは未設定と なり ま す。こ のテーブ ルナン バーは未設定と なり ま す。

相手機器と 通信を行なう には必ず必要な設定です。相手機器と 通信を行なう には必ず必要な設定です。

▼▼ 相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス

nnM=hh:hh:hh:hh:hh:hhnnM=hh:hh:hh:hh:hh:hh こ の項目は、こ の項目は、 設定する必要が有り ま せん。設定する必要が有り ま せん。

ARPARPによ り 自動的に取得し ます。によ り 自動的に取得し ます。 開設失敗の場合は、開設失敗の場合は、 自動的に消去し ます。自動的に消去し ます。

nnM=0 nnM=0 LFCR   で消去する事が出来ます。で消去する事が出来ます。消去さ れた場合は、消去さ れた場合は、再度再度ARPARPから の手順から の手順

と なり ま す。と なり ま す。

▼▼ 全て の設定値を デ フ ォ ル ト と する全て の設定値を デ フ ォ ル ト と する

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM内の全ての設定値がデフ ォ ルト 値と なり ま す。内の全ての設定値がデフ ォ ルト 値と なり ま す。

◆プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定　◆プ ロ グ ラ ムモ－ド の設定　 33//33 ペ－ジペ－ジ

ご 注意ご 注意 今までの設定内容がすべて消えてし ま いま す。今ま での設定内容がすべて消えてし ま いま す。重要な設定値は、重要な設定値は、他にメ モ を他にメ モ を

残し てから 実行し て下さ い。残し てから 実行し て下さ い。
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2)2) Enet-HDLCEnet-HDLCと 通信を行う 通信相手機器がと 通信を行う 通信相手機器が pingp ing コ マ ン ド を実行できない場合は、コ マ ン ド を実行できない場合は、

相手機器が接続さ れるセグ メ ン ト 内の相手機器が接続さ れるセグ メ ン ト 内の pingp ing が可能な機器よ り 実行し ま す。が可能な機器よ り 実行し ま す。

((テ ス ト 方法／結果はテス ト 方法／結果は 1) 1) と 同様です。と 同様です。

※※ UNIXUNIX マ シン等でのマ シン等での pingp ing の実行方法は機器のマ ニ ュ ア ル等を参考にし て下さ い。の実行方法は機器のマ ニ ュ ア ル等を参考にし て下さ い。

※※ information Requestinformation Request//Rep lyRep ly

TimestampTimestamp //Timestamp  Rep lyTimestamp  Rep ly

Add ress Mask Req uestAdd ress Mask Req uest//Rep lyRep ly には対応し ており ま せん。には対応し ており ま せん。

第２ 章第２ 章　 簡単な通信テ ス ト　 簡単な通信テ ス ト

1)1) Enet-HDLCEnet-HDLC と 通信する イ ーサネッ ト 相手機器がと 通信する イ ーサネッ ト 相手機器が UNIXUNIX マ シン ま たはマ シン ま たはWindowsWindows

マ シン の場合マシン の場合

　 ▼　 ▼ Enet-HDLCEnet-HDLC自身の自身の IPIPア ド レ ス を設定する 。ア ド レ ス を設定する 。  ( (第第11章を参照章を参照))

例例：： IP=192.168.0.130 (IP=192.168.0.130 (同一セグ メ ン ト 内の場合の例です同一セグ メ ン ト 内の場合の例です))

　 ▼　 ▼ 通信を行う 相手機器よ り通信を行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を実行する 。コ マ ン ド を実行する 。

Microsoft (R) W ind ows 98Microsoft (R) W ind ows 98 で のでの p ingp ing テ ス ト 成功例テ ス ト 成功例

C:¥W INDOWS> p ing  192. 168.0 . 130C:¥W INDOWS> p ing  192. 168.0 . 130

Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32

上記が返送さ れれば、上記が返送さ れれば、 物理的な接続は問題あり ま せん。物理的な接続は問題あり ま せん。

Microsoft (R) W ind ows 98Microsoft (R) W ind ows 98 で のでの p ingp ing テ ス ト 失敗例テ ス ト 失敗例

C:¥W INDOWS> p ing  192. 168.0 . 130C:¥W INDOWS> p ing  192. 168.0 . 130

Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

上記のよ う なメ ッ セージが返送の場合は、上記のよ う なメ ッ セージが返送の場合は、ケーブル接続／経路等をご確認下さ い。ケーブル接続／経路等をご確認下さ い。

２ －１ 　２ －１ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な通信テ ス トを 使っ た 簡単な通信テ ス ト
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  第３ 章　第３ 章　 伝送仕様に ついて伝送仕様に ついて

Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 自機宛のパケ ッ ト か否かの判定を以下のよ う に行います。自機宛のパケ ッ ト か否かの判定を以下のよ う に行います。

◆◆ イ ーサネッ ト ヘッ ダ 部イ ーサネッ ト ヘッ ダ 部

デス ト ネーショ ン ア ド レ スデス ト ネーショ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先MACMACア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機MACMACア ド レ スの一致ア ド レ スの一致

ソース ア ド レ スソ ース ア ド レ ス  ( (送信元送信元MACMACア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機保持の相手と 自機保持の相手MACMACア ド レ スの一致ア ド レ スの一致

◆◆ IPIPヘッ ダ 部ヘッ ダ 部

デス ト ネーショ ンデス ト ネーショ ン IPIPア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先IP) IP) と 設定し た自機と 設定し た自機 IPIPア ド レ ス の一致ア ド レ スの一致

ソースソ ース IPIPア ド レ スア ド レ ス  ( (送信元送信元IPIPア ド レ スア ド レ ス ) ) と 設定し た相手と 設定し た相手 IPIPア ド レ ス の一致ア ド レ スの一致

◆◆ TCPTCPヘッ ダ 部ヘッ ダ 部

デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート No (No (送信先ポート送信先ポート No) No) と 設定し た自機ポートと 設定し た自機ポート NoNoの一致の一致

ソースポートソ ースポート No (No (送信元ポート送信元ポート No) No) と 設定し た相手ポートと 設定し た相手ポート NoNo の確認の確認

受信し たソ ースポート受信し たソ ースポート NoNo と 設定し た相手ポートと 設定し た相手ポート NoNo が不一致の場合、が不一致の場合、 一時的に一時的に

ソ ースポートソ ースポート NoNo に合わせて通信を行います。に合わせて通信を行います。

ま た 、ま た 、 TCPTCPプ ロ ト コ ルのプ ロ ト コ ルの SEQ NoSEQ No、、 ACK NoACK No のチ ェ ッ ク を行いま す。のチ ェ ッ ク を行いま す。

送出パケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な送出パケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な SEQSEQ、、 ACKACK を作成し て出力し ま す。を作成し て出力し ま す。

例例)) IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポート 番号の設定例ポート 番号の設定例

下記のよ う な設定で、下記のよ う な設定で、 自機と 相手機器と の間でコ ネク ショ ン の開設が出来ます。自機と 相手機器と の間でコ ネク ショ ン の開設が出来ます。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

◆◆ 矢印のよ う な関係になっ ている必要があり ま す。矢印のよ う な関係になっ ている必要があり ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC のポート ナン バーの指定はのポート ナン バーの指定は Hex (16Hex (16 進数進数) ) です。です。 相手機器のポート相手機器のポート

指定を指定を 1010進進で行なう 場合は、で行なう 場合は、上記例の場合、上記例の場合、 A10C=41228 (Dec) A10C=41228 (Dec) 、、 B001=45057B001=45057

(Dec) (Dec) と なり ま す。と なり ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC のポート ナン バー指定で、のポート ナン バー指定で、 00000000 は未設定扱いと なり ま す。は未設定扱いと なり ま す。 必ず必ず

00000000以外の設定が必要です。以外の設定が必要です。

MAC=XX:XX:XX:XX:XX:XX

相手ポート ア ド レ ス

イ ーサネッ ト ア ド レ ス (装置固定)

IP=192.168.0.10
自機IPア ド レ ス

PORT=A10C(Hex)

自機ポート ア ド レ ス

nI=192.168.0.20
相手IPア ド レ ス

nP=B001

相手ポート ア ド レ ス

イ ーサネッ ト ア ド レ ス

(装置固定)

192.168.0.20
自機IPア ド レ ス

B001

自機ポート ア ド レ ス

IP= 192.168.0.10
相手IPア ド レ ス

A10C(Hex)
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Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) 、、 ルータ 等が発行するルータ 等が発行する ARPARPブ ロ ード キャ スブ ロ ード キャ ス

ト に応答しト に応答し AARPRP応答を返送し ま す。応答を返送し ま す。

こ れによ りこ れによ り ARPARP発行元は、発行元は、 Enet-HDLCEnet-HDLCのイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来

ます。ま す。 ま た 、ま た 、 Enet-HDLCEnet-HDLC から コ ネク ショ ン を開設する際に、から コ ネク ショ ン を開設する際に、 相手のイ ーサネッ ト相手のイ ーサネッ ト

ア ド レ ス を取得し ていない場合は、ア ド レ ス を取得し ていない場合は、 ARPARPブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま す。ブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま す。

応答し てき た相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ま す。応答し てき た相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ま す。サブ ネッ ト 間の通信を行サブ ネッ ト 間の通信を行

う 場合は、う 場合は、 NETMNETM 等の設定が必要と なり ま す。等の設定が必要と なり ま す。

[[11--55　 設定項目の解説　 設定項目の解説] ] 中の中の NETMNETM等の設定ぺージ及び等の設定ぺージ及び [ [異なる ネッ ト ワ－ク 間の通異なるネッ ト ワ－ク 間の通

信例信例] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

３ －２ 　３ －２ 　 AR PAR P に 対する 応答に対する 応答

３ －３ 　３ －３ 　 TCPTCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の開設コ ネ ク シ ョ ン の開設

※※ TCPTCP//IPIP通信では、通信では、コ ネク ショ ン 開設に成功し ないと データ の伝送は出来ません。コ ネク ショ ン 開設に成功し ないと データ の伝送は出来ません。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC から のコ ネク ショ ン 開設から のコ ネク ショ ン開設 ( (Enet-HDLCEnet-HDLC ク ラ イ ア ン ト 動作ク ラ イ ア ン ト 動作))

Enet-HDLCEnet-HDLCからから TCPTCP//IPIP のコ ネク ショ ン を開設するには、のコ ネク ショ ン を開設するには、 以下のシーケン ス と以下のシーケン ス と

なり ま す。なり ま す。

　　 ▼▼ HDLCHDLC接続機器から接続機器から SABMSABM を受信する 。を受信する 。

　　 ▼▼ SABMSABM を受信し たを受信し た Enet-HDLCEnet-HDLCはプ ロ グ ラ ムモ ードはプ ロ グ ラ ムモ ード 33//33 ページの相手設定ページの相手設定

テーブ ルテーブ ル No1No1に設定に設定 ( (1I= ,1P= ) 1I= ,1P= ) し た イ ーサネッ ト 接続相手機器へし たイ ーサネッ ト 接続相手機器へ TCPTCP//IPIPココ

ネク ショ ン 開設要求を送信し ま す。ネク ショ ン開設要求を送信し ま す。

　　 ※※ こ の時イ ーサネッ ト 通信相手機器はこ の時イ ーサネッ ト 通信相手機器は Enet-HDLCEnet-HDLC よ り 開設要求を受信可能よ り 開設要求を受信可能

な状態な状態 ( (ホス ト 型ホス ト 型) ) で動作し ている必要があり ま す。で動作し ている必要があり ま す。

　　 ▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLCが送信し た開設要求を受信し たイ ーサネッ ト 相手機器は、が送信し た開設要求を受信し たイ ーサネッ ト 相手機器は、開設開設

要求応答を返送し ます。要求応答を返送し ま す。

　　 ▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLCはは HDLCHDLC 相手機器に相手機器に UAUA を返送し ま す。を返送し ま す。

　　 ※※ こ こ ま ででのシーケン ス終了でこ こ ま ででのシーケン ス終了で TCPTCP//IPIPおよ びおよ び HDLCHDLCのど ち ら も データ 伝送のど ち ら も データ 伝送

可能と なり ま す。可能と なり ま す。

　 　 　　 　 　

Enet-HDLCEnet-HDLCはイ ーサネッ ト 通信相手よ りはイ ーサネッ ト 通信相手よ り TCPTCP//IPIP開設要求応答が返送開設要求応答が返送

さ れないとさ れないと UAUAレ ス ポン ス を返送し ま せん。レ スポン ス を返送し ま せん。
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◆◆ イ ーサネッ ト 通信相手機器から のコ ネク ショ ン 開設イ ーサネッ ト 通信相手機器から のコ ネク ショ ン 開設 ( (Enet-HDLCEnet-HDLC ホス ト 動作ホス ト 動作))

プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード 33//33ページの通信相手設定テーブルに設定さ れたイ ーサネッ トページの通信相手設定テーブルに設定さ れたイ ーサネッ ト

通信相手機器から通信相手機器から TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設要求であるコ ネク ショ ン開設要求である SYNSYNパケ ッ ト 受信し た場パケ ッ ト 受信し た場

合、合、以下のシーケン ス と なり ま す。以下のシーケン ス と なり ま す。 ( (相手テーブ ルに未登録の相手には応答し ま相手テーブ ルに未登録の相手には応答し ま

せん。せん。))

　 ▼　 ▼ HDLCHDLC相手機器に相手機器に SABMSABM を送信する 。を送信する 。

　 ▼　 ▼ HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り UAUAが返送さ れた場合、が返送さ れた場合、 イ ーサネッ ト 通信相手機器へイ ーサネッ ト 通信相手機器へ

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設要求に対する応答を返送し ま す。コ ネク ショ ン 開設要求に対する応答を返送し ま す。

　 ※　 ※ こ こ ま ででのシーケン ス終了でこ こ ま ででのシーケン ス終了で TCPTCP//IPIPおよ びおよ び HDLCHDLCのど ち ら も データ 伝送のど ち ら も データ 伝送

可能と なり ま す。可能と なり ま す。

Enet-HDLCEnet-HDLCはは HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り UAUA レ ス ポン スが返送さ れないとレ スポン スが返送さ れないと

TCPTCP//IPIP開設要求に対する応答は返送し ません。開設要求に対する応答は返送し ません。

　 ※　 ※ Enet-HDLCEnet-HDLCがコ ネク ショ ン開設中は、がコ ネク ショ ン開設中は、他の通信相手機器から の開設要求は他の通信相手機器から の開設要求は

受け付けません。受け付けません。

　 ※　 ※ イ ーサネッ ト 通信相手機器がイ ーサネッ ト 通信相手機器がUNIXUNIXややWindowsWindowsのソ ケ ッ ト 通信プ ロ グラ ムののソ ケ ッ ト 通信プ ロ グラ ムの

場合、場合、相手機器はク ラ イ ア ン ト 型も し く はホス ト 型のど ち ら かの動作と なり相手機器はク ラ イ ア ン ト 型も し く はホス ト 型のど ち ら かの動作と なり

ま す。ま す。

相手機器がホス ト 型の場合は、相手機器がホス ト 型の場合は、Enet-HDLCEnet-HDLCはク ラ イ ア ン ト 動作を行う 必要はク ラ イ ア ン ト 動作を行う 必要

があり ま す。があり ま す。ま た相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場合は、ま た相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場合は、Enet-HDLCEnet-HDLCはホスはホス

ト 型の動作である必要があり ま す。ト 型の動作である必要があり ま す。
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３ －４３ －４   TCP  TCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の終了コ ネ ク シ ョ ン の終了

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC から コ ネク シ ョ ン の終了から コ ネク シ ョ ン の終了

Enet-HDLCEnet-HDLCからから TCPTCP//IPIP のコ ネク ショ ン を終了するには、のコ ネク ショ ン を終了するには、 以下のシーケン ス と以下のシーケン ス と

なり ま す。なり ま す。

　　 ▼▼ TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設中にコ ネク ショ ン開設中に HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り DISCDISCを受信を受信

　　 ▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 FINFIN パケ ッ トパケ ッ ト  ( (終了要求パケ ッ ト終了要求パケ ッ ト ) ) を 発行し て終了手順をを発行し て終了手順を

実行し ます。実行し ま す。

　　 正し く 終了手順が行われた後に、正し く 終了手順が行われた後に、UAUAを返送し タ イ ムウ ェ イ ト 状態と なり まを返送し タ イ ムウ ェ イ ト 状態と なり ま

す。す。

　　 タ イ ムウ ェ イ ト は、タ イ ムウ ェ イ ト は、最後に発行さ れたパケッ ト が確実に消滅するま での時間最後に発行さ れたパケッ ト が確実に消滅するま での時間

で、で、ネッ ト ワ ーク 回線のハード 的要因で規定さ れていま す。ネッ ト ワ ーク 回線のハード 的要因で規定さ れていま す。　 こ の間、　 こ の間、同じ同じ

相手に対し て相手に対し て SYN (SYN (開設要求開設要求) ) を 発行する事は出来ません。を発行する事は出来ません。

　 　 　 　 プ ロ グ ラ ムモ ード　 　 　 　 プ ロ グ ラ ムモ ード 22//33 ページで設定のページで設定の WAIT=nnnWAIT=nnn で設定の時間待たさ れまで設定の時間待たさ れま

す。す。

　　 ※※ 上記シーケン スで終了さ れるのは、上記シーケン スで終了さ れるのは、TCPTCP//IPIPおよ びおよ び HDLCHDLCのど ち ら も データのど ち ら も データ

伝送が伝送が TCPTCP//IP ackIP ack やや HDLC RRHDLC RRによ り 完結さ れている場合だけです。によ り 完結さ れている場合だけです。

受信確認待ちがある場合には、受信確認待ちがある場合には、TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン はリ セッ ト パケ ッ ト にコ ネク ショ ン はリ セッ ト パケ ッ ト に

よ り 強制切断と なり ま す。よ り 強制切断と なり ま す。

◆◆ 相手機器から のコ ネク ショ ン の終了相手機器から のコ ネク ショ ン の終了

イ ーサネッ ト 通信相手機器から のイ ーサネッ ト 通信相手機器から のFINFINパケ ッ ト を受信し た場合も終了手順を実行パケ ッ ト を受信し た場合も終了手順を実行

し ます。し ま す。

ま た 、ま た 、 相手機器よ り リ セッ ト パケ ッ ト相手機器よ り リ セッ ト パケ ッ ト  ( (強制終了パケ ッ ト強制終了パケ ッ ト ) ) を 受信の場合も コ ネを受信の場合も コ ネ

ク ショ ン を終了し ま す。ク ショ ン を終了し ま す。

ど ち ら の場合も 、ど ち ら の場合も 、 HDLCHDLC相手機器に相手機器に DISCDISC を送信しを送信し UAUA待ち と なり ま す。待ち と なり ま す。

※※ Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 データ 再送タ イ ムア ウ ト 時にも リ セ ッ ト パケ ッ ト を送出し てデータ 再送タ イ ムア ウ ト 時にも リ セ ッ ト パケ ッ ト を送出し て

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン を強制終了し ます。コ ネク ショ ン を強制終了し ます。

こ の時、こ の時、 HDLCHDLC相手機器には相手機器には DISCDISC が送信さ れます。が送信さ れます。
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３ －５３ －５     デ ー タ の伝送デー タ の伝送

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン が開設中でコ ネク ショ ン が開設中で HDLCHDLC側も情報転送フ ェ ーズである場合は、側も情報転送フ ェ ーズである場合は、 HDLCHDLC

チャ ン ネルに受信する Ｉ フ レ ームデータ はチャ ン ネルに受信する Ｉ フ レ ームデータ はTCPTCP//IPIPデータ パケッ ト と し て送出さ れまデータ パケッ ト と し て送出さ れま

す。す。

TCPTCP//IPIPから のデータ パケ ッ ト 受信は、から のデータ パケ ッ ト 受信は、そ のデータ 部分をそ のデータ 部分を HDLCHDLCチ ャ ン ネルに送出しチャ ン ネルに送出し

ま す。ま す。

データ の伝送中になんら かの理由で相互のパケ ッ ト 交換に異常が発生し た場合は、データ の伝送中になんら かの理由で相互のパケ ッ ト 交換に異常が発生し た場合は、

送信元は送信間隔を変えて再送を行います。送信元は送信間隔を変えて再送を行います。

再送回数の既定値を越えても正常に復帰し ない場合は再送回数の既定値を越えても正常に復帰し ない場合はRSTRSTパケ ッ ト を送り 強制終了パケ ッ ト を送り 強制終了

と なり ま す。と なり ま す。
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Enet-HDLCEnet-HDLC からから TCPTCP//IPIP コ ネク シ ョ ン の開設／データ の伝送／終了コ ネク シ ョ ン の開設／データ の伝送／終了

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC

相手MAC未取得の場合

デ－タ "123456789"

ブ ロ －ド キャ ス ト ARP

開設要求SYN

ホス ト 型

HDLC イ －サネッ ト

SABM

ARP応答

SYN/ACK

ACK

UA

情報転送フ ェ －ズ コ ネク シ ョ ン 開設成功

Iフ レ－ム P=1

デ－タ "123456789"

ACK
RRレ ス ポン ス F=1

デ－タ "ABCDEF"
Iフ レ－ム P=1

デ－タ "ABCDEF"

RRレ ス ポン ス F=1
ACK

Disc
FIN

ACK

FIN

ACK
UA

タ イ ムウ ェ イ ト

WAIT=nnn

※P=1:Pollビ ッ ト 1を表し ま す。 F=1:Finalビ ッ ト 1を 表し ま す。
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イ ーサネッ ト 通信相手機器からイ ーサネッ ト 通信相手機器から TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設／データ の伝送／終了コ ネク ショ ン の開設／データ の伝送／終了

デ－タ

"12345"

開設要求SYN

ク ラ イ ア ン ト 型

HDLC イ －サネッ ト

SABM

SYN/ACK

ACK

UA

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネク ショ ン 開設

Iフ レ－ム

P=1

デ－タ "12345"

ACK(12345に対する )

RR F=1

デ－タ "ABCDEF"

デ－タ

"ABCDEF"

Disc

FIN

ACK

FIN

ACK

UA

Iフ レ－ム

P=1

RR F=1

ACK("ABCDEF"に対する )

TCP/IP側は、 ま だ通
信できない

相手機器Enet-HDLCHDLC機器
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３ －６ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －６ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

３ －６ －１ 　３ －６ －１ 　 HDLCHDLC 機器→機器→ Enet-HDLCEnet-HDLC →イ ーサネ ッ ト 機器へのデータ 伝送→イ ーサネ ッ ト 機器へのデータ 伝送

TCPTCP//IPIP が開設中かつが開設中かつ HDLCHDLC 側が情報転送フ ェ ーズの場合、側が情報転送フ ェ ーズの場合、 HDLCHDLC 機器は、機器は、 Enet-Enet-

HDLCHDLC を介し て相手機器と の間でデータ 伝送が可能な状態と なり ま す。を介し て相手機器と の間でデータ 伝送が可能な状態と なり ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCはは HDLCHDLC機器から のフ レ ームを受信する際に、機器から のフ レ ームを受信する際に、 HDLCHDLCチ ャ ン ネルのチャ ン ネルの

RXC (17RXC (17 番ピ ン番ピ ン ) ) に入力のク ロ ッ ク 信号によ り 同期を と り 、に入力のク ロ ッ ク 信号によ り 同期を と り 、 HDLCHDLC フ レ ームを受フ レ ームを受

信し ま す。信し ま す。

従っ て 、従っ て 、HDLCHDLC機器よ り 送信のフ レ ームに同期し た送信ク ロ ッ ク 信号が出力さ れ機器よ り 送信のフ レ ームに同期し た送信ク ロ ッ ク 信号が出力さ れ

ない場合は同期がと れずフ レ ームを受信出来ません。ない場合は同期がと れずフ レ ームを受信出来ません。

◆◆ TCPTCP//IPIPでは、では、 １ パケ ッ ト で伝送出来る最大長が規定さ れていま す。１ パケ ッ ト で伝送出来る最大長が規定さ れていま す。

そ の値は通常、そ の値は通常、 14601460 バイ ト です。バイ ト です。

よ っ てよ っ て HDLCHDLC機器よ り 一度に受信可能なＩ フ レ ーム情報部の長さ の上限は機器よ り 一度に受信可能なＩ フ レ ーム情報部の長さ の上限は 14601460

バイ ト と なり ま す。バイ ト と なり ま す。

ま た 、ま た 、 イ ーサネッ ト 通信相手機器によ っ ては一度に受信可能なイ ーサネッ ト 通信相手機器によ っ ては一度に受信可能な TCPTCP//IPIPパケ ッ トパケ ッ ト

のデータ 長がのデータ 長が 14601460 バイ ト 以下の機器もあり ま す。バイ ト 以下の機器もあり ま す。

こ れはこ れは MSS (MSS (最大セグ メ ン ト サイ ズ最大セグ メ ン ト サイ ズ ) ) に よ り 決ま り ま すが、によ り 決ま り ま すが、 MSSMSS値はコ ネク ショ値はコ ネク ショ

ン開設時にのみ通知さ れます。ン開設時にのみ通知さ れます。

よ っ て コ ネク ショ ン 開設時に通知さ れたよ っ てコ ネク ショ ン 開設時に通知さ れた MSSMSS値が値が 14601460バイ ト 以下の場合、バイ ト 以下の場合、例え例え

ばば 10241024 バイ ト の時は、バイ ト の時は、 Enet-HDLCEnet-HDLCが一度に受信可能なＩ フ レ ーム情報部の長が一度に受信可能なＩ フ レ ーム情報部の長

さ はさ は 10241024 バイ ト と なり ま す。バイ ト と なり ま す。

あら かじ め使用ネッ ト ワ ーク のあら かじ め使用ネッ ト ワ ーク の MTUMTU値値 ( (最大伝送ユニ ッ ト最大伝送ユニ ッ ト ) ) やイ ーサネッ ト 通信やイ ーサネッ ト 通信

相手の相手の MSSMSS値を検討し て下さ い。値を検討し て下さ い。

◆◆ TCPTCP//IPIPが開設中かつが開設中かつHDLCHDLC側が情報転送フ ェ ーズで正し く 受信し た Ｉ フ レ ームの側が情報転送フ ェ ーズで正し く 受信し た Ｉ フ レ ームの

情報部のみを情報部のみを TCPTCP//IPIPへ送信し ま す。へ送信し ま す。

ご 注意ご 注意 HDLCHDLC 機器と機器と Enet-HDLCEnet-HDLC で設定のボーレ ート を合わせても必ず誤差で設定のボーレ ート を合わせても必ず誤差が生が生

じ る為、じ る為、 ク ロ ッ ク 信号がないと 同期がと れま せん。ク ロ ッ ク 信号がないと 同期がと れま せん。
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例例))実際の転送実際の転送

HDLC イ －サネッ ト

T2タ イ マ

(プ ロ グ ラ ムモ －ド

T2=nn.nnで設定)

※(0 , 2 , P= 1 )は 、 N (R ) , N (S ) , Po l lﾌﾗｸﾞ1を 表し ま す 。

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネク ショ ン 開設済

Iフ レ－ム (0,0)①

Iフ レ－ム (0,1)②

Iフ レ －ム (0,2,P=1)③

RR(3,F=1)④

Iフ レ－ム (0,3)⑤

RR(4,F=0)⑥

①デ－タ

①に対する ACK

②デ－タ

②に対する ACK

③デ－タ に対する ACK

③デ－タ

⑤デ－タ に対する ACK

⑤デ－タ

※1
①デ－タ に対する ACKが返送さ れな

いので出力し ない

TCP/IPデ－タ と し て 「 情報部」 のみ

ﾌﾗｸﾞ

7E

制御部

1ﾊﾞｲﾄ

情報部

1～1460

ﾊﾞｲﾄ

ﾌﾗｸﾞ

7E

ｱﾄﾞﾚｽ

1ﾊﾞｲﾄ

FSC

2or4

ﾊﾞｲﾄ

HDLC機器 Enet-HDLC 相手機器
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①① Ｉ フ レ ームの情報部のみＩ フ レ ームの情報部のみ TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト と し て送信さ れます。データ パケ ッ ト と し て送信さ れます。

②② Ｉ フ レ ームデータ は受信済みですが、Ｉ フ レ ームデータ は受信済みですが、 上記①のデータ に対する上記①のデータ に対する TCPTCP//IP ackIP ack が未が未

返送の為、返送の為、 TCPTCP//IPIPへは送信し ま せん。へは送信し ま せん。

③③ PollPoll フ ラ グフ ラ グ =1=1 の Ｉ フ レ ームを受信、の Ｉ フ レ ームを受信、 ③データ に対する③データ に対する TCPTCP//IP ackIP ack を 受信後に、を受信後に、

④④ HDLCHDLC チ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ RRRR をを FinalFinal フ ラ グフ ラ グ =1=1 で出力し ま す。で出力し ま す。

　 ※　 ※ Enet-HDLCEnet-HDLCはは HDLCHDLC よ り 受信のよ り 受信の II フ レ ームをフ レ ームを TCPTCP//IPIPへ送信し 、へ送信し 、 TCPTCP//IPIPのの

ackack を 必ず待ち ま す。を必ず待ちます。

TCPTCP//IPIPよ り 受信確認のよ り 受信確認の ackackが返送さ れないとが返送さ れないと HDLCHDLCチ ャ ン ネルへ受信確認チャ ン ネルへ受信確認

のの RRRRを返送し ま せん。を返送し ま せん。 ( (TCPTCP側の応答を待たずに側の応答を待たずに HDLCHDLCチ ャ ン ネルに受信確チャ ン ネルに受信確

認応答を返送し ない認応答を返送し ない：： 内部留保はし ない内部留保はし ない ))

　　 こ れは、こ れは、HDLCHDLCチ ャ ン ネルよ り 受信の Ｉ フ レ ームをチャ ン ネルよ り 受信の Ｉ フ レ ームを TCPTCP//IPIP側へ送信し ただ側へ送信し ただ

けでは確実に相手に届いた保証はなく 、けでは確実に相手に届いた保証はなく 、ま たこ の時点で受信確認をまたこ の時点で受信確認をHDLCHDLCにに

返送し た場合に返送し た場合に TCPTCP//IPIP相手機器が通信不能状態だっ た場合、相手機器が通信不能状態だっ た場合、HDLCHDLC相手機相手機

器から見る と データ 送信完了／イ ーサネッ ト相手機器から みると データ 未受器から 見る と データ 送信完了／イ ーサネッ ト相手機器から みると データ 未受

信と なっ てし ま う 事を防ぐ 為です。信と なっ てし ま う 事を防ぐ 為です。

⑤⑤ FinalFinal フ ラ グフ ラ グ =0=0 の Ｉ フ レ ーム送信後、の Ｉ フ レ ーム送信後、 転送データ 無く なっ た 。転送データ 無く なっ た 。

⑥⑥ ⑤に対する⑤に対する TCPTCP//IP ackIP ack返送受信後、返送受信後、T2=T2= で設定の時間が経過し たのでで設定の時間が経過し たので F=0F=0でで RRRR

受信確認を受信確認を HDLCHDLC チ ャ ン ネルへ返送する 。チ ャ ン ネルへ返送する 。
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◆◆ 通常の伝送通常の伝送

TCPTCP//IPIPのデータ パケ ッ ト を受信し た場合は、のデータ パケ ッ ト を受信し た場合は、そ のデータ 部分をそ のデータ 部分を HDLCHDLCチ ャ ン ネルチャ ン ネル

に送出し ま す。に送出し ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCからから HDLCHDLC機器に送信さ れる Ｉ フ レ ームの機器に送信さ れる Ｉ フ レ ームの PollPoll フ ラ グ はプ ロ グ ラ ムフ ラ グはプ ロ グ ラ ム

モ ード のモ ード の OC=nOC=n で設定し た値によ り 変わり ま す。で設定し た値によ り 変わり ま す。

例えば例えば OC=2OC=2 と し た場合は、と し た場合は、 Enet-HDLCEnet-HDLCからから HDLCHDLC相手機器に送出さ れる相手機器に送出さ れる II フフ

レ ームのレ ームの 22番目、番目、44番目、番目、66番目に送信Ｉ フ レ ームの番目に送信Ｉ フ レ ームの PollPollフ ラ グ が１ と なり 送信さフ ラ グが１ と なり 送信さ

れます。れま す。

PollPoll フ ラ グフ ラ グ =1=1で Ｉ フ レ ームを送信し た場合は、で Ｉ フ レ ームを送信し た場合は、HDLCHDLC相手機器よ り の相手機器よ り の RRRRレ ス ポレ スポ

ン ス等を待ち ま す。ン ス等を待ち ま す。

こ の間にイ ーサネッ ト 相手機器よ り 次のデータ を受信し ていてもこ の間にイ ーサネッ ト 相手機器よ り 次のデータ を受信し ていても HDLCHDLCチャ ン ネチャ ン ネ

ルへは送信し ま せん。ルへは送信し ま せん。

◆◆ 受信し た受信し た TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト に対するデータ パケ ッ ト に対する ackackはは HDLCHDLCチ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ IIフ レ ームとフ レ ームと

し てデータ を送信後にし てデータ を送信後に HDLCHDLC相手機器から 受信確認応答である相手機器から 受信確認応答である RRRR等を受信し て等を受信し て

から 返送さ れます。から 返送さ れます。 ( (内部留保はし ま せん。内部留保はし ま せん。　 前述　 前述33--66--11と 同様の理由よ りと 同様の理由よ り ))

従っ て 、従っ て 、HDLCHDLC機器よ り の受信確認応答が遅れた場合にイ ーサネッ ト 相手機器が機器よ り の受信確認応答が遅れた場合にイ ーサネッ ト 相手機器が

データ の再送状態と なる事があり ます。データ の再送状態と なる事があり ます。 ( (イ ーサネッ ト 側の通信速度がイ ーサネッ ト 側の通信速度がHDLCHDLCに比に比

べる と 遙かに高速である為べる と 遙かに高速である為))

プ ロ グ ラ ムモ ード で設定のア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数の値プロ グ ラ ムモ ード で設定のア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数の値 ( (OC= ) OC= ) を大き く する とを大き く する と

イ ーサネッ ト 通信相手機器よ り のデータ 再送が発生し やすく なり ま す。イ ーサネッ ト 通信相手機器よ り のデータ 再送が発生し やすく なり ま す。 ( (相手機相手機

器によ り ま すが器によ り ま すが ) )  OC= OC= はは 11～～33程度に押さ えた方がイ ーサネッ ト 側だけみる と 効程度に押さ えた方がイ ーサネッ ト 側だけみる と 効

率が良い事になり ま す。率が良い事になり ま す。 ( (ご使用さ れるシス テムのデータ 発生状態に依存し ますご使用さ れるシス テムのデータ 発生状態に依存し ます))

ご使用さ れるシステム及びご使用さ れるシステム及びHDLCHDLC相手機器に合わせて設定を行う 必要があり ます。相手機器に合わせて設定を行う 必要があり ます。

３ －６ －２ 　 イ ー サネ ッ ト 機器→３ －６ －２ 　 イ ー サネ ッ ト 機器→ Enet-HDLCEnet-HDLC →→HDLCHDLC 機器へのデータ 伝送機器へのデータ 伝送
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例例))実際の転送実際の転送

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC

HDLC イ －サネッ ト

※Enet-HDLC プ ロ グ ラ ムモ －ド 設定 OC=3の場合

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネク ショ ン 開設済

I(0,0)

I(0,1)

RR(3,F= 1)

RR(4,F=0)

デ－タ ①に対する ACK

ﾍｯﾀﾞ- ABCDEF CRC

デ－タ 部

TCP/IPデ－タ

I(0,2,P= 1)

デ－タ ③に対する ACK

デ－タ ⑤に対する ACK

TCP/IPデ－タ

I(0,3)

デ－タ ⑧に対する ACK

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

TCP/IPデ－タ



3636

第３ 章　 伝送仕様について第３ 章　 伝送仕様について

①① TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト のデータ 部のみがＩ フ レ ームと し て取り 出さ れま す。データ パケ ッ ト のデータ 部のみがＩ フ レ ームと し て取り 出さ れま す。

②② 上記①で取れ出さ れたデータ 部のみがＩ フ レ ームと し て上記①で取れ出さ れたデータ 部のみがＩ フ レ ームと し てHDLCHDLCチャ ン ネルに送信チャ ン ネルに送信

さ れます。さ れま す。 ( (PollPollフ ラ グ はフ ラ グは 0)0)

③③ 22 パケ ッ ト 目のパケ ッ ト 目の TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト を受信データ パケ ッ ト を受信

④④ HDLCHDLC チ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ 22 パケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ームデータ を送信パケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ームデータ を送信PollPoll フ ラ グ はフ ラ グは 00

⑤⑤ 33 パケ ッ ト 目のパケ ッ ト 目の TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト を受信データ パケ ッ ト を受信

⑥⑥ Enet-HDLCEnet-HDLCに設定のア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数がに設定のア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数が OC=3OC=3 の為、の為、 HDLCHDLCチ ャ ン ネルチャ ン ネル

に送信するに送信する 33 パケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ームデータ のパケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ームデータ の PollPoll フ ラ グ はフ ラ グは 11 と なる 。と なる 。

⑦⑦ HDLCHDLC相手機器よ り 受信確認の相手機器よ り 受信確認の RRRRが返送さ れる 。が返送さ れる 。 　　 FinalFinal フ ラ グフ ラ グ =1=1

全ての送信Ｉ フ レームに対する受信確認を受信し たので受信パケッ ト 分の全ての送信Ｉ フ レームに対する受信確認を受信し たので受信パケッ ト 分のTCPTCP//IPIP

ackack を 返送する 。を返送する 。

　　 ▼▼ RRRRが未返送の状態で⑧のデータ を受信し てもが未返送の状態で⑧のデータ を受信し ても HDLCHDLCチ ャ ン ネルへは⑨の Ｉチ ャ ン ネルへは⑨の Ｉ

フ レ ームデータ は送信し ない。フ レ ームデータ は送信し ない。

　　 ▼▼ 転送例で転送例で HDLCHDLCチ ャ ン ネルのボーレ ート がチャ ン ネルのボーレ ート が 96009600でで 11～～33番目のパケ ッ ト の番目のパケ ッ ト の

データ 長がデータ 長が 10241024バイ ト の場合、バイ ト の場合、②から ⑥ま での物理的な転送時間は下記と②から ⑥ま での物理的な転送時間は下記と

なり ま す。なり ま す。

10241024 バイ ト シリ ア ル転送に必要な時間バイ ト シリ ア ル転送に必要な時間 0.85Sec 0.85Sec ××33 パケ ッ ト 分パケ ッ ト 分=2.55Sec=2.55Sec

こ の時、こ の時、イ ーサネッ ト 通信相手機器は①で送信のパケ ッ ト に対するイ ーサネッ ト 通信相手機器は①で送信のパケ ッ ト に対する ackackが上が上

記時間待たさ れる事になるので、記時間待たさ れる事になるので、通常であれば①の再送状態と なり通常であれば①の再送状態と なり TCPTCP//IPIP

側の転送効率が落ちる事になり ま す。側の転送効率が落ちる事になり ま す。 ( (再送ま での時間等は相手機器に依存再送までの時間等は相手機器に依存

し ます。し ま す。) ) よ っ てよ っ て HDLCHDLC側通信速度が遅く側通信速度が遅く TCPTCP//IPIPから 受信のデータ 長が長から 受信のデータ 長が長

い場合にはい場合には OC=nOC=n の設定値を小さ く する必要があり ま す。の設定値を小さ く する必要があり ま す。

⑧⑧ 44 パケ ッ ト 目のパケ ッ ト 目の TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト を受信データ パケ ッ ト を受信

⑨⑨ HDLCHDLC チ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ 44 パケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ームデータ を送信パケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ームデータ を送信    FinalFinal フ ラ グ はフ ラ グは 00

⑩⑩ 上記⑨に対する受信確認応答上記⑨に対する受信確認応答RRRRを受信し たので、を受信し たので、データ ⑧に対するデータ ⑧に対する TCPTCP//IP  ackIP  ack

を 返送を返送
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３ －６ －３ 　 全二重動作時のデ ー タ 伝送例３ －６ －３ 　 全二重動作時のデ ー タ 伝送例

TCP/IP開設要求SYN

ク ラ イ ア ン ト 型

HDLC イ －サネッ ト

SABM

SYN/ACK

ACK

UA

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネク ショ ン 開設

I(0,0)

③のTCP/IPデ－タ

④に対する ACKI(1,1)

TCP/IPデ－タ (1)

RR(2,F= 1)

⑦に対する ACK

⑫に対する ACK

I(0,0)

⑥のTCP/IPデ－タ

TCP/IPデ－タ (2)

I(2,1,P= 1)

⑥に対する ACK

I(2,2,P=1)

⑫のTCP/IPデ－タ

RR(3,F= 1)

①

②

④

⑤

⑦

⑨

⑪

⑬

⑫

⑩

⑧

⑥

③

②に対する ACK

HDLC機器 Enet-HDLC 相手機器
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①① Enet-HDLCEnet-HDLCがホス ト 動作、がホス ト 動作、 イ ーサネッ ト 相手機器がク ラ イ ア ン ト 動作によ りイ ーサネッ ト 相手機器がク ラ イ ア ン ト 動作によ り

TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン 開設要求を送信、コ ネク ショ ン開設要求を送信、 HDLCHDLC チ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ SABMSABM 送信。送信。

UAUAの受信によ りの受信によ り TCPTCP//IPIPへへ SYNSYN//ACKACK を返送。を返送。

TCPTCP//IPIPよ りよ り ackackを 受信しを受信し TCPTCP//IPIP開設状態へ移行。開設状態へ移行。 　　 HDLCHDLCは情報転送フ ェ ーズは情報転送フ ェ ーズ

図例では図例では Enet-HDLCEnet-HDLC のア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数設定はのア ウ ト ス タ ン ディ ン グ数設定は 22 と し ていま す。と し ていま す。

②② イ ーサネッ ト 通信相手機器よ りイ ーサネッ ト 通信相手機器よ り 11 番目のパケ ッ ト データ を受信番目のパケ ッ ト データ を受信

③③ HDLCHDLCチ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ 11番目のパケ ッ ト データ 送信中に番目のパケ ッ ト データ 送信中に HDLCHDLC相手機器よ り も相手機器よ り も 11番番

目の Ｉ フ レ ームデータ を受信。目の Ｉ フ レ ームデータ を受信。

④④ 上記③で受信の上記③で受信の 11番目の Ｉ フ レ ームデータ を番目の Ｉ フ レ ームデータ を TCPTCP//IPIPデータ と し て送信データ と し て送信

⑤⑤ 上記④に対する上記④に対する TCPTCP//IP ackIP ack を 受信を受信

⑥⑥ HDLCHDLC相手機器よ り ③で送信し た１ 番目のパケ ッ ト データ の受信確認を上乗せし相手機器よ り ③で送信し た１ 番目のパケ ッ ト データ の受信確認を上乗せし

たた 22 番目の Ｉ フ レ ームを受信番目の Ｉ フ レ ームを受信

⑦⑦ ほぼ⑥と 同時にイ ーサネッ ト 相手機器よ りほぼ⑥と 同時にイ ーサネッ ト 相手機器よ り 22 番目のパケ ッ ト データ を受信番目のパケ ッ ト データ を受信

⑧⑧ ⑥で受信の⑥で受信の 22番目の番目の II フ レ ームをフ レ ームを TCPTCP//IPIPへ送信へ送信

⑨⑨ OC=2OC=2 の設定よ りの設定よ り HDLCHDLC チ ャ ン ネルへチャ ン ネルへ P=1P=1 のの 22 番目の番目の II フ レ ームを送信フ レ ームを送信

⑩⑩ ⑧で送信の⑧で送信の P=1P=1 のの 22 番目のパケ ッ ト データ に対する受信確認応答を受信番目のパケ ッ ト データ に対する受信確認応答を受信

⑪⑪ ⑦で受信の⑦で受信の 22 番目のパケ ッ ト データ に対する番目のパケ ッ ト データ に対する ackack を 送信を送信 ( (⑧の受信によ り⑧の受信によ り ))

⑫⑫ HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り 33番目の番目の II フ レ ームデータ が送信さ れる 。フ レ ームデータ が送信さ れる 。

上記データ に対する上記データ に対する TCPTCP//IP ackIP ack が返送さ れたので受信確認応答が返送さ れたので受信確認応答RRRR を送信を送信
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  第４ 章第４ 章　 情報フ レ －ム送受信時の誤り 回復動作　 情報フ レ －ム送受信時の誤り 回復動作

４ －１ 　４ －１ 　 R RR R に よ る 回復動作に よ る 回復動作

最後の Ｉ フ レ ーム最後の Ｉ フ レ ーム  ( (情報フ レ ーム情報フ レ ーム ))を 送信時に伝送誤り が発生し て相手を送信時に伝送誤り が発生し て相手HDLCHDLC機器に機器に

よ っ て受信さ れない時は、よ っ て受信さ れない時は、 順序誤り は検出さ れません。順序誤り は検出さ れません。

こ の為、こ の為、 送信し た Ｉ フ レ ームに対する受信確認を受け取っ ていない送信し た Ｉ フ レ ームに対する受信確認を受け取っ ていない Enet-HDLCEnet-HDLCはは

以下のよ う な手順で Ｉ フ レ ームを再送する動作を行います。以下のよ う な手順で Ｉ フ レ ームを再送する動作を行います。

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC

HDLC イ －サネッ ト

※④のRRが返送さ れない場合は、 T1タ イ マ 設定値でN2設定値回数分

③の再送を行い、 TCP/IPコ ネク ショ ン を切断し て開設待ち状態と

なり ま す。

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

I(0,0)

I(0,1､P=1)

RR(0,P=1)

デ－タ ①に対する TCP/IP ACK

TCP/IPデ－タ ①

TCP/IPデ－タ ②

デ－タ ③に対する TCP/IP ACK

I(0,1,P= 1)

RR受信待ち

タ イ ムア ウ ト
T1タ イ マ

③

上記①②の再送

上記①②の再送

④
RR(1,F= 1)

RR(2,F= 1)

伝送誤り デ－タ の再送

×
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４ －２ 　４ －２ 　 R E JR E J に よ る 回復動作に よ る 回復動作

順序誤り を検出時の回復動作は以下と なり ま す。順序誤り を検出時の回復動作は以下と なり ま す。

以下の例では、以下の例では、 Enet-HDLCEnet-HDLCがＲ Ｅ Ｊ フ レ ームを受信時の動作と なっ ていま すが、がＲ Ｅ Ｊ フ レ ームを受信時の動作と なっ ていま すが、

Enet-HDLCEnet-HDLCが順序誤り を 検出し た場合も同様の動作と なり ま す。が順序誤り を 検出し た場合も同様の動作と なり ま す。

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC

HDLC イ －サネッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

I(0,0)①’

I(0,1)②’

TCP/IPデ－タ ①

TCP/IPデ－タ ②

障害発生

REJ(1)

再送

I(0,2)③’

TCP/IPデ－タ ③

I(0,1)②’

I(0,2)③’

RR(3)

①～③に対する TCP/IP ACK

×
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４ －３ 　４ －３ 　 RN RRN R に よ るに よ る b u s yb u s y 状態回復動作状態回復動作

busybusy状態と は、状態と は、 一時的に Ｉ フ レ ームの受け入れが出来なく なっ た状態の事です。一時的に Ｉ フ レ ームの受け入れが出来なく なっ た状態の事です。

こ の時こ の時RNRRNRフ レ ームが使用さ れます。フ レ ームが使用さ れます。

busybusy状態から の復帰は以下のよ う になり ま す。状態から の復帰は以下のよ う になり ま す。

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC

HDLC イ －サネッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

I(0,1)

I(0,2)

TCP/IPデ－タ 送信①

TCP/IPデ－タ 送信②

RNR(4,P=1)

I(0,3)

TCP/IPデ－タ 送信③

RR(0,F= 1)

TCP/IPデ－タ ④の Iフ レ－ム

TCP/IPデ－タ 送信④

RR(4,P=0)

I(0,4)

busy解除通知

busy状態通知

busy状態了承
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  第５ 章　第５ 章　 伝送異常時の動作伝送異常時の動作

５ －１ 　５ －１ 　 FRM RFRM R 送信時の動作送信時の動作

FRMRFRMRレ ス ポン スは通常以下のよ う な場合に送信さ れます。レ スポン スは通常以下のよ う な場合に送信さ れます。

◆◆ 未定義または実行できない有効なフ レ ームを受信の場合未定義または実行できない有効なフ レ ームを受信の場合

◆◆ 使用出来るバッ フ ァ の容量を超える長さ の情報部を持つ使用出来るバッ フ ァ の容量を超える長さ の情報部を持つ IIフ レ ームやＵ Ｉ フ レ ーフ レ ームやＵ Ｉ フ レ ー

ムを受信の場合ムを受信の場合

◆◆ 無効無効N (R) N (R) を 持つフ レ ームを受信の場合を持つフ レ ームを受信の場合

FRMRFRMRを送信の場合は以下のよ う な動作と なり ま す。を送信の場合は以下のよ う な動作と なり ま す。

HDLC機器 Enet-HDLC

HDLC イ －サネッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

FRMR

無効N(R)を 持つ Iフ レ －ム

リ セッ ト パケ ッ ト によ る

SABM

Disc

DM

ま たは

ま たは

①

相手機器

TCP/IPコ ネク ショ ン の切断
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TTCPCP//IPIPコ ネク ショ ン を切断後の動作は相手コ ネク ショ ン を切断後の動作は相手HDLCHDLC機器から の応答によ り 異なり ます。機器から の応答によ り 異なり ます。

◆◆ SABMSABM 受信の場合、受信の場合、 通常通常LAPLAP--BBではでは UAUAを返送し て通信可能状態と なり まを返送し て通信可能状態と なり ま すが、すが、

Enet-HDLCEnet-HDLC の場合は動作が異なり ま す。の場合は動作が異なり ま す。

イ ーサネッ ト 通信相手がホス ト 型の場合は、イ ーサネッ ト 通信相手がホス ト 型の場合は、SABMSABMを受信後再びイ ーサネッ ト 通を受信後再びイ ーサネッ ト 通

信相手に対し てコ ネク ショ ン開設要求を送信し 開設に成功すれば信相手に対し てコ ネク ショ ン開設要求を送信し 開設に成功すればUAUAを返送し てを返送し て

通信可能状態と なり ま す。通信可能状態と なり ま す。

し かし 、し かし 、イ ーサネッ ト 通信相手がク ラ イ ア ン ト 型の場合はあく ま でも イ ーサネッイ ーサネッ ト 通信相手がク ラ イ ア ン ト 型の場合はあく ま でも イ ーサネッ

ト 通信相手よ り の開設要求を待つ動作と なる為、ト 通信相手よ り の開設要求を待つ動作と なる為、SABMSABMに対する応答は行いませに対する応答は行いませ

ん。ん。

◆◆ DISCDISC を受信の場合は、を受信の場合は、 UAUAを返送後に初期状態へ戻り ま す。を返送後に初期状態へ戻り ま す。

DMDM を受信の場合は、を受信の場合は、 何も返送せずに初期状態へ戻り ま す。何も返送せずに初期状態へ戻り ま す。
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５ －２ 　５ －２ 　 FRM RFRM R 受信時の動作受信時の動作

FRMRFRMRを受信時の動作は以下と なり ま す。を受信時の動作は以下と なり ま す。

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC

HDLC イ －サネッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

FRMR

無効フ レ－ム

リ セッ ト パケ ッ ト によ る
TCP/IPコ ネク ショ ン の切断

SABM

DM

※相手機器がホス ト 型か、

ク ラ イ ア ン ト 型かによ り

異なる

相手機器がホス ト 型の場合

DMを送信し て SABM勧誘動作

と なる

相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場
合相手から の再開設要求SYNに

よ り SABM送信する

SYN
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５ －３ 　 情報転送フ ェ －ズに お ける５ －３ 　 情報転送フ ェ －ズに お ける U A , D M , D I SCU A , D M , D I SC 受信時の動作受信時の動作

◆◆ 情報転送フ ェ ーズにおいて情報転送フ ェ ーズにおいて UAUAま たはま たは DMDM受信の場合は、受信の場合は、以下の動作と なり ま す。以下の動作と なり ま す。

①① 開設中の開設中の TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン を リ セッ ト パケ ッ ト によ り 切断する 。コ ネク ショ ン を リ セッ ト パケ ッ ト によ り 切断する 。

②② イ ーサネッ ト 通信相手機器がホス ト 型の場合はイ ーサネッ ト 通信相手機器がホス ト 型の場合はDMDMを送信し てを送信し てHDLCHDLC相手機相手機

器よ り の器よ り の SABMSABM勧誘を行い、勧誘を行い、TCPTCP//IPIP再コ ネク ショ ン ／データ 転送可能状態再コ ネク ショ ン／データ 転送可能状態

への移行を試みます。への移行を試みます。

相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場合は、相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場合は、HDLCHDLC相手機器に対し て何も返送し ま相手機器に対し て何も返送し ま

せん。せん。

イ ーサネッ ト 通信相手機器よ り の再開設要求であるイ ーサネッ ト 通信相手機器よ り の再開設要求である SYNSYNパケ ッ ト を受信すパケ ッ ト を受信す

れば、れば、 HDLCHDLC相手機器に対し て相手機器に対し て SABMSABM を送信し ま す。を送信し ま す。

◆◆ DISCDISC受信時に応答確認さ れていないパケ ッ ト が無い場合には、受信時に応答確認さ れていないパケ ッ ト が無い場合には、 TCPTCP//IPIPコ ネクコ ネク

ショ ン を切断要求ショ ン を切断要求FINFIN に よ り 切断し ま す。によ り 切断し ま す。

ま た 、ま た 、 TCPTCP//IPIP切断に成功する と切断に成功する と UAUAを返送し ま す。を返送し ま す。

DISCDISCによ る切断時は、によ る切断時は、イ ーサネッ ト 通信相手機器がホス ト 型でもイ ーサネッ ト 通信相手機器がホス ト 型でも DMDM送信は行い送信は行い

ません。ま せん。

UAUA返送後に返送後に HDLCHDLC機器よ り機器よ り SABMSABM を受信し ても プ ロ グ ラ ムモ ードを受信し ても プ ロ グ ラ ムモ ード 22//33 で設定ので設定の

WAIT=nnn (WAIT=nnn (単位は単位はSec) Sec) 時間の間はイ ーサネッ ト 通信相手に対し て開設要求は送時間の間はイ ーサネッ ト 通信相手に対し て開設要求は送

信し ません。信し ま せん。

ご 注意ご 注意 イ ーサネッ ト 通信相手機器の動作イ ーサネッ ト 通信相手機器の動作 ( (ホス ト 型／ク ラ イ ア ン ト 型ホス ト 型／ク ラ イ ア ン ト 型) ) を ど ち ら でを ど ち ら で

行う かを ご使用になら れるシス テムと 合わせてご検討下さ い。行う かを ご使用になら れるシス テムと 合わせてご検討下さ い。

　 　　 　 異なる プ ロ ト コ ルの接続を行っ ている為、異なる プ ロ ト コ ルの接続を行っ ている為、双方のプロ ト コ ルの一部動作が仕双方のプロ ト コ ルの一部動作が仕

様と 異なる点に留意し てシス テム構築を行っ て下さ い。様と 異なる点に留意し てシス テム構築を行っ て下さ い。
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５ －４ 　 イ －サ ネ ッ ト 間で の伝送異常５ －４ 　 イ －サ ネ ッ ト 間で の伝送異常

①① ARPARP送信時送信時

　　 ▼▼ ARPARPに対する応答が無いと 以下の動作と なり ま す。に対する応答が無いと 以下の動作と なり ま す。 　　

応答が無い場合はコ ネク ショ ン開設は出来ません。応答が無い場合はコ ネク ショ ン開設は出来ません。

　 　 　　 　 　 55秒間隔で秒間隔で ARPARP要求を要求を 44回送信し ま す。回送信し ます。　 こ の間に応答がない場合はタ イ ム　 こ の間に応答がない場合はタ イ ム

ア ウ ト と なり 初期状態ア ウ ト と なり 初期状態 ( (CLOSEDCLOSED 状態状態) ) へ移行し ま す。へ移行し ま す。

②② TCPTCP//IPIP開設要求開設要求SYNSYN送信時送信時

　　 ▼▼ SYNSYN に対する応答が無いと 以下の動作と なり ま す。に対する応答が無いと 以下の動作と なり ま す。

応答が無い場合はコ ネク ショ ン開設は出来ません。応答が無い場合はコ ネク ショ ン開設は出来ません。

55 秒間隔で秒間隔で SYNSYN 要求を要求を 44 回再送し ま す。回再送し ます。 　　

そ の後そ の後3030 秒応答を待ち応答が無い場合はタ イ ムア ウ ト と なり 初期状態秒応答を待ち応答が無い場合はタ イ ムア ウ ト と なり 初期状態

((CLOSEDCLOSED 状態状態) ) へ移行し ま す。へ移行し ま す。

③③ データ 送信に対する受信確認データ 送信に対する受信確認ACKACK待ち及び終了要求待ち及び終了要求FINFIN送信に対する送信に対する ACKACK待ち待ち

の場合の場合

　　 ▼▼ 下記間隔で下記間隔で DATADATAま たはま たは FINFINを 再送し ま す。を再送し ま す。　 タ イ ムア ウ ト 後は初期状態へ　 タ イ ムア ウ ト 後は初期状態へ

移行し ます。移行し ま す。

１ 秒→１ 秒→22 秒→秒→44 秒→秒→88 秒→秒→1616 秒→秒→3232 秒間応答を待つ→タ イ ムア ウ ト秒間応答を待つ→タ イ ムア ウ ト

プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード 22//33 ページページ TRY=STRY=S設定時設定時

TRY=NTRY=N と する と 再送間隔は以下と なり ま す。と する と 再送間隔は以下と なり ま す。

１ 秒→１ 秒→22 秒→秒→44 秒→秒→88 秒→秒→1616 秒→秒→3232 秒→秒→6464 秒→秒→7070 秒→秒→7070 秒→秒→7070 秒秒

→→7070 秒秒→→7070 秒→秒→7070 秒間応答を待つ→タ イ ムア ウ ト秒間応答を待つ→タ イ ムア ウ ト

④④ イ ーサネッ ト 相手機器よ り リ セッ ト パケ ッ ト を受信し た場合は、イ ーサネッ ト 相手機器よ り リ セッ ト パケ ッ ト を受信し た場合は、 TCPTCP//IPIPコ ネクコ ネク

ショ ン を切断後、ショ ン を切断後、 HDLCHDLC相手機器に対し て相手機器に対し て DISCDISC を送信しを送信し UAUAを待ち ま す。を待ち ま す。

UAUA を受信後は、を受信後は、 再開設待ち と なり ま す。再開設待ち と なり ま す。

　　 ※※ イ ーサネッ ト 相手機器よ りイ ーサネッ ト 相手機器よ り TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 終了要求コ ネク ショ ン終了要求FINFINを 受信時の場を受信時の場

合も④と 同様の動作と なり ま す。合も④と 同様の動作と なり ま す。　 但し こ の場合は正常な切断シーケン ス と　 但し こ の場合は正常な切断シーケン ス と

なり ま す。なり ま す。



4747

第６ 章　 使用例第６ 章　 使用例

  第６ 章　第６ 章　 使用例使用例

６ －１ 　６ －１ 　 Enet -HDLCEnet -HDLC を シ ス テ ムに組み込む為の手順を シス テ ムに組み込む為の手順

こ こ では、こ こ では、シス テムにシス テムに Enet-HDLCEnet-HDLCを組み込む際の基本的な手順の例を挙げま し た。を組み込む際の基本的な手順の例を挙げま し た。

そ れぞれの状況を加味し てご検討下さ い。そ れぞれの状況を加味し てご検討下さ い。

◆◆ ど のよ う なイ ーサネッ ト に接続するか確認し ま す。ど のよ う なイ ーサネッ ト に接続するか確認し ま す。

◆◆ 回線仕様、回線仕様、 ハード 、ハード 、 コ ネク タ の確認コ ネク タ の確認

◆◆ 相手機器の仕様、相手機器の仕様、 サブ ネッ ト の有無サブ ネッ ト の有無

◆◆ ソケ ッ ト 通信の確認ソ ケ ッ ト 通信の確認 ( (ク ラ イ ア ン ト 型ク ラ イ ア ン ト 型ororホス ト 型ホス ト 型))

◆◆ HDLCHDLC チ ャ ン ネルの通信条件チャ ン ネルの通信条件 ( (ボ－レ－ト 、ボ－レ－ト 、 ク ロ ッ ク 選択、ク ロ ッ ク 選択、

デ－タ コ －ド 化フ ォ －マ ッ ト の選択、デ－タ コ －ド 化フ ォ －マ ッ ト の選択、 ア ド レ スの設定等ア ド レ スの設定等))

◆◆ 取得し た情報を元に、取得し た情報を元に、 プ ロ グ ラ ムモ ード で必要条件を設定プ ロ グ ラ ムモ ード で必要条件を設定

し ます。し ま す。  ( (プ ロ グ ラ ムモ－ド はプ ロ グ ラ ムモ－ド は RS232CRS232Cも し く はも し く は TelnetTelnetよ りよ り ))

必ず設定が必要な項目必ず設定が必要な項目

◆◆ HDLCHDLC関連関連：： 通信条件通信条件 (DM (DM ＝＝xx を除く 全ての項目を除く 全ての項目))

◆◆ イ ーサネッ ト 関連イ ーサネッ ト 関連：： 自機自機 IP､IP､自機自機PORT (PORT (プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード

2/3Page IP= ,PORT= )2/3Page IP= ,PORT= )

相手相手 IP､IP､相手相手PORT (PORT (プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード 3/3Page nI= ,nP=  n3/3Page nI= ,nP=  n

は相手は相手TABLE No))TABLE No))

場合によ り 設定が必要な項目場合によ り 設定が必要な項目

◆◆ HDLCHDLC関連関連：： 電源投入時の電源投入時の DMDM送信送信

◆◆ イ ーサネッ ト 関連イ ーサネッ ト 関連：： サブ ネッ ト 関連ア ド レ スサブ ネッ ト 関連ア ド レ ス  ( (プ ロ グ ラプ ロ グ ラ ムム

モ ードモ ード 2/3Page NETM= ,DEFG= ,BRDA= )2/3Page NETM= ,DEFG= ,BRDA= )

◆◆ システム管理者に自機システム管理者に自機 IPIPア ド レ ス を割り 当てても ら い、ア ド レ ス を割り 当てても ら い、

相手機器相手機器 IPIPの情報を得ます。の情報を得ます。

◆◆ 他のサブ ネッ ト と の接続の場合は、他のサブ ネッ ト と の接続の場合は、 サブ ネッ ト マ ス ク 、サブ ネッ ト マ ス ク 、

デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 、デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 、 サブ ネッ ト ブ ロ ード キャ ス ト 等サブ ネッ ト ブ ロ ード キャ ス ト 等
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◆◆ 設定終了後、設定終了後、 プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

◆◆ イ －サネッ ト 通信相手機器よ りイ －サネッ ト 通信相手機器よ り pingp ing 等によ り イ －サネッ ト 部分等によ り イ －サネッ ト 部分

の物理結線が常かど う か確認し ま す。の物理結線が常かど う か確認し ま す。

詳細は第詳細は第22章を参照下さ い。章を参照下さ い。

正し く 開設の 場合は正し く 開設の 場合は

LEDCONNECTLEDCONNECTが緑でが緑で

点灯点灯し ます。し ま す。

データ 送信可能状態とデータ 送信可能状態と

なり ま す。なり ま す。

実際に運用の機器接続構成／ア プ リ ケーショ ン で動作確認実際に運用の機器接続構成／ア プ リ ケーショ ン で動作確認

◆◆ HDLCHDLC相手機器を接続し ま す。相手機器を接続し ま す。

◆◆ 接続の際には、接続の際には、 ケーブ ル結線には十分注意し ます。ケーブ ル結線には十分注意し ます。

イ ーサネッ ト 通信相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場合イ ーサネッ ト 通信相手機器がク ラ イ ア ン ト 型の場合

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC に対し てコ ネク ショ ン開設要求を送信し ま す。に対し てコ ネク ショ ン開設要求を送信し ま す。

HDLCHDLC相手機器に対し て相手機器に対し て SABMSABM が送信さ れます。が送信さ れます。

イ ーサネッ ト 通信相手機器がホス ト 型の場合イ ーサネッ ト 通信相手機器がホス ト 型の場合

◆◆ HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り Enet-HDLCEnet-HDLC に対し てに対し て SABMSABM を送信し ま す。を送信し ま す。

LED CONNECTLED CONNECTが緑で点灯し ない場合が緑で点灯し ない場合

データ 通信出来ません。データ 通信出来ません。

最初の手順に戻り 確認し ま す。最初の手順に戻り 確認し ま す。

①① Enet-HDLCEnet-HDLC の設定は正し いか？の設定は正し いか？

②② イ ーサネッ ト 通信相手のイ ーサネッ ト 通信相手の IP,portIP,port

等は正しいか？　 起動し ているか？等は正しいか？　 起動し ているか？

③③ HDLCHDLC ケーブ ル結線は正し いか？ケーブ ル結線は正し いか？

④④ 物理的結線は正常か？物理的結線は正常か？

⑤⑤ 設定の設定の HDLCHDLC ア ド レ スは正常か？ア ド レ スは正常か？

上記をひと つづつ確認し ま す。上記をひと つづつ確認し ま す。
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６ －２ 　 使用例６ －２ 　 使用例 [ [ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の接続ホス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の接続]]

ユ－ザ－様作製のソ ケ ッ ト 通信のア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムが必要になり ま す。ユ－ザ－様作製のソ ケ ッ ト 通信のア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムが必要になり ま す。

Enet-HDLCEnet-HDLCがサポート し ている手順、がサポート し ている手順、 ホス ト マ シン がサポート し ている手順をホス ト マ シン がサポート し ている手順を

組み合わせて構築し て下さ い。組み合わせて構築し て下さ い。

Enet-HDLCEnet-HDLC には自機には自機 IPIP//PORTPORTの設定の設定 ( (IP= ,PORT= ) IP= ,PORT= ) 及びホス ト マ シン の及びホス ト マ シン の IPIP//PORTPORT

(nnI=(nnI=，， nnP= ) nnP= ) の設定が必要です。の設定が必要です。

※※ ホス ト から 開設の場合でも 、ホス ト から 開設の場合でも 、 nnP= hhhhnnP= hhhh を 適当な値で必ず設定し ます。を適当な値で必ず設定し ます。 　　

◆◆ ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムからソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムから TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。コ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。

ク ラ イ ア ン ト 型で動作し ている ソケッ ト プ ロ グラ ムから の開設要求を受信する とク ラ イ ア ン ト 型で動作し ている ソケッ ト プ ロ グラ ムから の開設要求を受信する と

HDLCHDLC相手機器側に相手機器側に SABMSABM を送信し ま す。を送信し ま す。 HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り UAUAを受信する とを受信する と

TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン を開設し ま す。コ ネク ショ ン を開設し ま す。 LED CONNECTLED CONNECTが緑で点灯し ま す。が緑で点灯し ま す。

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムから の切断要求を受信時にソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムから の切断要求を受信時に HDLCHDLC相手機器に対し て相手機器に対し て DISCDISCをを

送信し ま す。送信し ま す。

TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン を切断し ま す。コ ネク ショ ン を切断し ま す。 LED CONNECTLED CONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。

HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り UAUAを受信の場合は、を受信の場合は、初期状態に戻り ソ ケ ッ ト よ り の再接続初期状態に戻り ソ ケ ッ ト よ り の再接続

要求を待ちます。要求を待ちま す。

UAUA が受信出来ない場合は、が受信出来ない場合は、 DISCDISC をを T1T1 タ イ マ によ りタ イ マ によ り N2N2回再送し ま す。回再送し ます。

再送のタ イ ムア ウ ト 後は、再送のタ イ ムア ウ ト 後は、 初期状態に戻り ま す。初期状態に戻り ま す。

※※ ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側には、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側には、 Enet-HDLCEnet-HDLCのの IP=IP=//PORT=PORT= で指定の値を設定するで指定の値を設定する

必要があり ま す。必要があり ま す。

Enet-HDLCEnet-HDLCでのでの PORT=PORT= の指定はの指定は 1616進指定です。進指定です。 　 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムで指定　 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムで指定

のの PORT NoPORT No がが 1010 進指定の場合は、進指定の場合は、 表記の違いにご注意下さ い。表記の違いにご注意下さ い。

イ ーサネッ ト 通信相手機器

UNIX

Or

Windows98

WindowsNTの場合

イ ーサネッ ト
Enet-HDLC

HDLC HDLC

相手機器

+ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム (ユーザー様作製)
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◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC側から側から TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。コ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。

HDLCHDLC接続相手機器よ り接続相手機器よ り SABMSABM を受信する と 、を受信する と 、通信相手通信相手TBLTBLのの 11番目に設定さ れ番目に設定さ れ

たイ ーサネッ ト 通信相手機器に対し てたイ ーサネッ ト 通信相手機器に対し て TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設要求を送信し まコ ネク ショ ン開設要求を送信し ま

す。す。

こ の時、こ の時、ソケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ムはホス ト 型にて起動済みでコ ネク ショ ン開設をソケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ムはホス ト 型にて起動済みでコ ネク ショ ン開設を

待っ ている状態でなければコ ネク ショ ン開設は出来ません。待っ ている状態でなければコ ネク ショ ン開設は出来ません。

ま た 、ま た 、 ソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ムがク ラ イ ア ン ト 型の場合も通常はコ ネク ショ ンソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ムがク ラ イ ア ン ト 型の場合も通常はコ ネク ショ ン

開設が出来ません。開設が出来ません。

TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン が開設さ れる とコ ネク ショ ン が開設さ れる と LED CONNECTLED CONNECTが緑で点灯し ま す。が緑で点灯し ま す。

コ ネク ショ ン を切断するには、コ ネク ショ ン を切断するには、通常通常HDLCHDLC接続相手機器よ り の接続相手機器よ り の DISCDISC受信によ り受信によ り

行われます。行われます。

DISCDISC を受信し たを受信し た Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 ホス ト 型ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムに対し てホス ト 型ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムに対し てコ ネクコ ネク

ショ ン 切断要求のショ ン切断要求の FINFIN を 送信し ま す。を送信し ま す。

((受信確認が終了し ていないデータ 送信がある場合は受信確認が終了し ていないデータ 送信がある場合は TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン はコ ネク ショ ン はリリ

セッ ト パケ ッ ト によ り 切断さ れます。セッ ト パケ ッ ト によ り 切断さ れます。))

HDLCHDLC チ ャ ン ネルにチャ ン ネルに UAUAを送信し ま す。を送信し ま す。

正し い切断応答を受信によ り正し い切断応答を受信によ り TCPTCP//IPIPタ イ ムウ ェ イ ト 状態と なり ま す。タ イ ムウ ェ イ ト 状態と なり ま す。

タ イ ムウ ェ イ ト 時間はプ ロ グ ラ ムモ ードタ イ ムウ ェ イ ト 時間はプ ロ グ ラ ムモ ード 22//33ページのページの WAIT=nnnWAIT=nnnで指定の時間とで指定の時間と

なり ま す。なり ま す。

こ の時間が経過する前に、こ の時間が経過する前に、 HDLCHDLC チ ャ ン ネルよ りチ ャ ン ネルよ り SABMSABM を受信し てもを受信し ても TCPTCP//IPIPココ

ネク ショ ン 開設動作を行いませんのでご注意下さ い。ネク ショ ン開設動作を行いませんのでご注意下さ い。

ウ エ イ ト 時間のデフ ォ ルト は、ウ エ イ ト 時間のデフ ォ ルト は、 WAIT=120 (WAIT=120 (秒秒) ) です。です。

ウ ェ イ ト 時間の設定はユーザ様環境に合わせてユーザ様の判断によ り 設定し てウ ェ イ ト 時間の設定はユーザ様環境に合わせてユーザ様の判断によ り 設定し て

下さ い。下さ い。
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第７ 章第７ 章　 フ ァ －ムウ ェ ア の更新　 フ ァ －ムウ ェ ア の更新

Enet-HDLCEnet-HDLCはフ ラ ッ シュはフ ラ ッ シュ ROMROMを搭載し ており 、を搭載し ており 、最新のフ ァ －ムウ ェ ア への書き換最新のフ ァ －ムウ ェ ア への書き換

えが可能です。えが可能です。

フ ァ －ムウ ェ ア への書き換えは、フ ァ －ムウ ェ ア への書き換えは、 RS232CRS232C ま たはイ －サネッ ト を使用し ていま す。ま たはイ －サネッ ト を使用し ていま す。

書き換え方法など の詳細につき ま し ては、書き換え方法など の詳細につき ま し ては、下記弊社ホ－ムペ－ジを ご参照く ださ い。下記弊社ホ－ムペ－ジを ご参照く ださ い。

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 http ://www.d ata-link. co. jp /service.htm lhttp ://www.d ata-link. co. jp /service.htm l

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ((バ－ジョ ン ア ッ プ さ れていない場合は掲載さ れており ま せんバ－ジョ ン ア ッ プ さ れていない場合は掲載さ れており ま せん ))

ご 注意ご 注意 フ ァ －ムウ ェ アのア ッ プ グレ－ド作業は、フ ァ －ムウ ェ アのア ッ プ グレ－ド作業は、お客様ご自身の責任で行っ て く だお客様ご自身の責任で行っ て く だ

さ い。さ い。

ア ッ プ グ レ－ド 作業中は、ア ッ プ グ レ－ド 作業中は、Enet-HDLCEnet-HDLCの電源やケ－ブルを抜かないでく だの電源やケ－ブルを抜かないでく だ

さ い。さ い。

現行フ ァ －ムの現行フ ァ －ムのROMVerROMVer／日付と バ－ジョ ン ア ッ プ を行う フ ァ イ ルの／日付と バ－ジョ ン ア ッ プ を行う フ ァ イ ルのVerVerをを

確認し て く だ さ い。確認し て く だ さ い。

Enet-HDLCEnet-HDLCのの Ver1.xVer1.x はフ ァ －ムウ ェ ア のバ－ジョ ン ア ッ プ には対応し てはフ ァ －ムウ ェ ア のバ－ジョ ン ア ッ プ には対応し て

おり ま せん。おり ま せん。 バ－ジョ ン ア ッ プ可能なバ－ジョ ン ア ッ プ可能な VerVerはは 2.02.0 以降と なり ま す。以降と なり ま す。
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第８ 章第８ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

８ －１ 　 ハー ド 構成、８ －１ 　 ハー ド 構成、 仕様仕様

HDLCHDLC部部

ハード 構成ハード 構成

　 2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600

　 14400,28800,57600,115200,48000,64000

　 受信ク ロ ッ ク RXC入力固定

　 送信ク ロ ッ ク 自機ST1出力 or 自機ST2入力選択

　 CRC 　 CRC16 or CRC32

　 データ 符号化方式 　 NRZ or NRZI

　 ア ド レ ス指定 　 8bit (自局、 相手局)

　 タ イ マ指定 　 T1,T2,T4

　 コ ネク タ 　 Dsub25ピ ン メ ス  (DTE配列)

　 通信速度

　 同期ク ロ ッ ク

　 CPU 　 MC68302 　 モ ト ロ ーラ

　 LANコ ン ト ロ ーラ 　 MB86965A 　 富士通

　 M514270

　 HM62256

　 シリ ア ルコ ネク タ 　 Dsub25ピ ン メ ス 　 DTE配列

　 シリ ア ルト ラ ン シーバ 　 MAX232A 　 マ キシム相当

　 イ ーサネッ ト コ ネク タ 　 10BaseTコ ネク タ 　 RJ45モ ジュ ラ コ ネク タ

　 日立相当　 バッ フ ァ メ モ リ
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８ －２ 　 使用環境、８ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

【【 Enet-HDLCEnet-HDLC本体】本体】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00～～5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－3030 ～～5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 DCDC 5V (5V (±±55％％))

◆◆ 消費電流消費電流 5V5V 最大最大370mA370mA

【【 ACACア ダ プ タ 】ア ダ プ タ 】

◆◆ モ デルモ デル TAS2600TAS2600

◆◆ メ ーカ ーメ ーカ ー KAGAKAGA　　 COMPONENTSCOMPONENTS

◆◆ サイ ズサイ ズ 横横：： 48mm48mm　 高さ　 高さ ：： 25.4mm25.4mm　 奥行　 奥行：： 54mm54mm

◆◆ ケーブ ル長ケーブ ル長 約約1950mm1950mm

◆◆ 重量重量 約約8585 ±±10g  (10g  (ケ ーブ ルを含むケーブ ルを含む ))

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00～～+40+40℃℃

湿度湿度 2020 ～～80% RH (80% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－4040 ～～7070℃℃

湿度湿度 2020 ～～8080％％RH (RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆  定　 格定　 格 入力入力：： AC100AC100 ～～120V120V　　 50/60Hz50/60Hz

出力出力：： DC5VDC5V　　 1.6A1.6A

◆◆  出力プ ラ グ 　 　 　出力プ ラ グ 　 　 　       EIAJ      EIAJ　　 Type2Type2　 セン タ ー　 セン タ ー ++

◆◆ 安全規格安全規格 PSE PSE //ULUL

◆◆ EMIEMI規格規格 FCC CLASS B FCC CLASS B //VCCI CLASS BVCCI CLASS B

※※ 11 ACACア ダ プ タ を ご使用の場合、ア ダ プ タ を ご使用の場合、動作条件及び保存条件は本体と動作条件及び保存条件は本体と ACACア ダ プ タア ダ プ タ

の低い方の値と なり ま す。の低い方の値と なり ま す。
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８ －３ 　 形状、８ －３ 　 形状、 重量重量

【【 Enet-HDLCEnet-HDLC】】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 120mm (120mm (ネジ頭含むネジ頭含む ))

高さ高さ 30mm (30mm (ク ッ シ ョ ン ラ バー含むク ッ ショ ン ラ バー含む ))

奥行奥行 189mm (189mm (コ ネク タ 突起部含むコ ネク タ 突起部含む ))

◆◆ 重量重量 610g610g

◆◆ 外観図外観図

Enet-HDLC
Ethernet/HDLC

PROG POWER

PROG/

CONNECT PACKET

3
0

1
8
9

120

10BaseT
DC5V

HDLC

縮尺Free

(単位:mm)
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【【 ACACア ダ プ タ 】ア ダ プ タ 】

◆◆ 型式型式 TAS2600TAS2600

◆◆ 寸法寸法 幅幅 48mm48mm

高さ高さ 25.4mm25.4mm

奥行奥行 54mm54mm

◆◆ 重量重量 ABOUT 85ABOUT 85 ±±10g10g

◆◆ 外観図外観図

25.4±1

1
9
5
0
±
1
0
0

Plug： EIAJ type2

4.0±0.1

54±1

4
8
±
1

KAGA COMPONENTS

P SE
UL

MODEL:TAS2600
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８ －４ 　８ －４ 　 H D LCH D LC チ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ンチ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ン

Enet-HDLCEnet-HDLC チャ ン ネルのチャ ン ネルの Dsub25Dsub25 ピ ン は、ピ ン は、 DTEDTE 配列に準拠し ていま す。配列に準拠し ていま す。 パソ コ ンパソ コ ン

等の等の DTEDTE配列の端末機器と 接続する場合は、配列の端末機器と 接続する場合は、ク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。ク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。モ デム等モ デム等

のの DCEDCE配列の端末機器と 接続する場合は、配列の端末機器と 接続する場合は、 ス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。ス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。

※※ 記載さ れていないピ ン は全て記載さ れていないピ ン は全て NC (NC (未接続未接続) ) です。です。

※※ 方向方向 →→ Enet-HDLCEnet-HDLC から の出力信号から の出力信号

←← Enet-HDLCEnet-HDLC への入力信号への入力信号

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC では、では、 88 番番CDCD 入力、入力、 2222 番番RIRI 入力は意味を持ちま せん。入力は意味を持ちま せん。

44 番番RTSRTS、、 55 番番CTSCTS、、 66 番番DSRDSR、、 2020 番番DTRDTR は仕様上未使用です。は仕様上未使用です。

ま た、ま た 、 44 番番RTSRTS及び及び 2020 番番DTRDTR は電源投入後、は電源投入後、 稼働状態で常に有効と なり ま す。稼働状態で常に有効と なり ま す。

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 FG － 　 フ レ ームグ ラ ン ド

2 TXD → 　 送信データ

3 RXD ← 　 受信データ

4 RTS → 　 送信要求

5 CTS ← 　 送信可能

6 DSR ← 　 データ セッ ト レ ディ

7 SG － 　 シグナルグ ラ ン ド

8 CD ← 　 キャ リ ア検出

15 ST2 ← 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

17 RXC ← 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

20 DTR → 　 データ タ ーミ ナルレ ディ

22 RI ← 　 リ ン グ

24 ST1 → 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ



5757

第８ 章　 物理的仕様第８ 章　 物理的仕様

８ －５ 　８ －５ 　 H D LCH D LC 機器接続例機器接続例

◆◆ HDLCHDLC 接続例１接続例１  (DTE (DTE 配列を も つ配列を も つ HDLCHDLC 相手機器と 接続する 場合相手機器と 接続する 場合))

◆◆ HDLCHDLC 接続例２接続例２ （（ DTEDTE 配列を も つ配列を も つ HDLCHDLC 相手機器と 接続する 場合）相手機器と 接続する 場合）

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　 TCLK=1TCLK=1　 選択時の場合　 選択時の場合

送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力　 　 　送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力　 　 　 24 (ST1)24 (ST1)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　 17 (RXC)17 (RXC)

こ の場合は、こ の場合は、 Enet-HDLCEnet-HDLC のの 15 (ST2) 15 (ST2) は未使用と なり ま す。は未使用と なり ま す。

相手機器の相手機器の 15 (ST2) 15 (ST2) の処理に関し ては接続機器の仕様を ご確認下さ い。の処理に関し ては接続機器の仕様を ご確認下さ い。

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　 TCLK=2TCLK=2　 選択の場合　 選択の場合

送信ク ロ ッ ク 及び受信ク ロ ッ ク のど ち ら と も に相手機器の送信ク ロ ッ ク 及び受信ク ロ ッ ク のど ち ら と も に相手機器の24 (ST1) 24 (ST1) と なり ま す。と なり ま す。

相手機器の相手機器の 15 (ST2) 15 (ST2) の処理に関し ては接続機器の仕様を ご確認下さ い。の処理に関し ては接続機器の仕様を ご確認下さ い。

※※ 添付ケ－ブルと は別に、添付ケ－ブルと は別に、 ケ－ブ ルを ご用意下さ い。ケ－ブ ルを ご用意下さ い。

Enet-HDLC 相手機器

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

15( ST2)

17( RXC)

20( DTR)

22( RI )

24( ST1)

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

15( ST2)

17( RXC)

20( DTR)

22( RI )

24( ST1)

Enet-HDLC 相手機器

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

15( ST2)

17( RXC)

20( DTR)

22( RI )

24( ST1)

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

15( ST2)

17( RXC)

20( DTR)

22( RI )

24( ST1)
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◆◆ HDLCHDLC 接続例３接続例３  (DCE (DCE 配列を も つ配列を も つ HDLCHDLC 相手機器と 接続する 場合）相手機器と 接続する 場合）

ご 注意ご 注意 接続機器によ っ て 、接続機器によ っ て 、信号名の表現が逆のものがあり ま す。信号名の表現が逆のものがあり ま す。接続機器のピ ン ア接続機器のピ ン ア

サイ ン を ご確認下さ い。サイ ン を ご確認下さ い。

Enet-HDLCEnet-HDLCのの HDLCHDLCチ ャ ン ネルは独立同期式です。チャ ン ネルは独立同期式です。  ( (ビ ッ ト 同期ビ ッ ト 同期))

ク ロ ッ ク 信号によ り 同期を取っ ていますのでク ロ ッ ク 信号が無い機器と は通ク ロ ッ ク 信号によ り 同期を取っ ていますのでク ロ ッ ク 信号が無い機器と は通

信出来ませんのでご注意下さ い。信出来ませんのでご注意下さ い。 ( (DPLLDPLL回路は搭載し ていま せん回路は搭載し ていま せん ))

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　 TCLK=nTCLK=n は相手機器の設定に依存し ます。は相手機器の設定に依存し ます。

▼▼TCLK=1TCLK=1　 選択時の場合の　 選択時の場合の Enet-HDLCEnet-HDLC の動作は以下と なり ま す。の動作は以下と なり ま す。

送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力　 　 　送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力　 　 　 24 (ST1)24 (ST1)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　 17 (RXC)17 (RXC)

▼▼TCLK=2TCLK=2　 選択時の場合の　 選択時の場合の Enet-HDLCEnet-HDLC の動作は以下と なり ま す。の動作は以下と なり ま す。

送信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　送信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　 15 (ST2)15 (ST2)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　 17 (RXC)17 (RXC)

送受信ク ロ ッ ク のど ち ら も相手機器よ り 入力のク ロ ッ ク で動作と なり ます。送受信ク ロ ッ ク のど ち ら も相手機器よ り 入力のク ロ ッ ク で動作と なり ます。

※※ 相手機器側のク ロ ッ ク 選択方法については、相手機器側のク ロ ッ ク 選択方法については、 接続機器の仕様を ご確認下さ い。接続機器の仕様を ご確認下さ い。

Enet-HDLC 相手機器

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

15( ST2)

17( RXC)

20( DTR)

22( RI )

24( ST1)

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

15( ST2)

17( RXC)

20( DTR)

22( RI )

24( ST1)
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８ －６ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定を８ －６ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定を RS23 2CR S 23 2C で行う 場合ので行う 場合の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ ソ コ ン 等と の接続方法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ ソ コ ン 等と の接続方法

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLCのの PROGRAM SWPROGRAM SW を押し ながら 電源を投入する と 、を押し ながら 電源を投入する と 、 HDLCHDLCチ ャ ン ネチャ ン ネ

ルはルは RS232CRS232C で動作し プ ロ グ ラ ムモ ード と なり ま す。で動作し プ ロ グ ラ ムモ ード と なり ま す。

LED PROGLED PROG//CONNECTCONNECTが赤で点灯し ま す。が赤で点灯し ま す。

◆◆ RS232CRS232Cケーブ ルと パソ コ ン等＋タ ーミ ナルソ フ ト ウ ェ ア によ り プ ロ グ ラ ムモ ーケーブ ルと パソ コ ン等＋タ ーミ ナルソ フ ト ウ ェ ア によ り プ ロ グ ラ ムモ ー

ド の設定が可能です。ド の設定が可能です。

プ ロ グ ラ ムモ ード についての詳細はプ ロ グ ラ ムモ ード についての詳細は [ [第１ 章　 通信を行う 前の準備第１ 章　 通信を行う 前の準備] ] を参照下さを参照下さ

い。い。

▼▼RS232CRS232C 動作時の動作時の Enet-HDLCEnet-HDLC のピ ン ア サイ ン及びのピ ン ア サイ ン及び PCPC と の接続例と の接続例

※※ 添付の添付の Dsub25Dsub25 オ ス－オス－Dsub25Dsub25 オ スオ ス  3m 3m ク ロ ス ケーブ ルが使用可能です。ク ロ ス ケーブ ルが使用可能です。

Enet-HDLCEnet-HDLCのの 5 (CTS) 5 (CTS) が有効で無い場合、が有効で無い場合、 Enet-HDLCEnet-HDLCから データ 送信さ れまから データ 送信さ れま

せんのでご注意下さ い。せんのでご注意下さ い。

※※ RS232CRS232C接続相手機器が接続相手機器がDOSDOS//VVパソ コ ン の場合は、パソ コ ン の場合は、添付のケーブ ルと 変換ア ダ プ添付のケーブ ルと 変換ア ダ プ

タ によ る接続が可能です。タ によ る接続が可能です。

Enet-HDLCEnet-HDLC＋＋Dsub25Dsub25 ク ロ ス ケーブ ル＋ク ロ ス ケーブ ル＋99 ピ ンピ ン 2525 ピ ン 変換ア ダ プ タ ＋ピ ン変換ア ダ プ タ ＋DOSDOS//VV

RS232C動作時

PC等の相手機器
RS232C DTE配列
25ピ ン Dsbuの場合

Enet-HDLC

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

20( DTR)

1( FG)

2( TXD)

3( RXD)

4( RTS)

5( CTS)

6( DSR)

7( SG)

8( CD)

20( DTR)
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８ －８ 　 イ ーサネ ッ ト コ ネ ク タ８ －８ 　 イ ーサネ ッ ト コ ネ ク タ  (RJ45 )   (RJ45 )  ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

※※ 方向方向

→→ Enet-HDLCEnet-HDLC

から の出力信号から の出力信号

←← Enet-HDLCEnet-HDLC

への入力信号への入力信号

Enet-HDLCEnet-HDLCは、は、 イ ーサネッ ト コ ネク タ と し て 、イ ーサネッ ト コ ネク タ と し て 、 10BaseT10BaseTを装備し ていま す。を装備し ていま す。

８ －７ 　 添付ケ ー ブ ル結線図８ －７ 　 添付ケ ー ブ ル結線図

Dsub 25Dsub 25 ピ ン オ ス －ピ ン オ ス － Dsub 25Dsub 25 ピ ン オ ス 　ピ ン オ ス 　 3m3m ク ロ ス ケ ー ブ ル結線図ク ロ ス ケ ー ブ ル結線図

Dsub 25Dsub 25 ピ ン メ ス －ピ ン メ ス － Dsub 9Dsub 9 ピ ン メ ス 　 変換ア ダ プ タ 結線図ピ ン メ ス 　 変換ア ダ プ タ 結線図

シールド シールド

1

2

3

4

5

6

7

8

20

FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

GND

DCD

DTR

1

2

3

4

5

6

7

8

20

FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

GND

DCD

DTR

シールド シールド

1

2

3

4

5

6

7

8

20

FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

GND

DCD

DTR

RI 22

1

2

3

4

5

6

7

8

9 RI

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

GND

DCD

DTR

25ピ ン 側 9ピ ン側

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 データ 出力＋ → 　 送信線＋

2 データ 出力－ → 　 送信線－

3 データ 入力＋ ← 　 受信線＋

4 NC 　 未接続

5 NC 　 未接続

6 データ 入力－ ← 　 受信線－

7 NC 　 未接続

8 NC 　 未接続
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Ｑ ．Ｑ ． ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績があ り ま すか？ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績があ り ま すか？

ＡＡ ．． UNIXUNIX マ シン 、マ シン 、 WindowsNTWindowsNT、、 Windows98Windows98 マ シン等と の接続実績があり ま す。マ シン等と の接続実績があり ま す。

Ｑ ．Ｑ ． イ ーサネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ーシ ョ ン が必要と あ り ま すイ ーサネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ーシ ョ ン が必要と あ り ま す

がが ､､ど う い う 事ですか？ど う い う 事ですか？

ＡＡ ．． EnetEnetシリ ーズは、シリ ーズは、通常通常TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルを使用し てイ ーサネッ ト 機器と 通信をプ ロ ト コ ルを使用し てイ ーサネッ ト 機器と 通信を

行います。行いま す。 た と えば、た と えば、 WindowsWindows のの PCPC とと EnetEnetが通信を行う 場合、が通信を行う 場合、 EnetEnetシリ ーズシリ ーズ

よ り 受信し たよ り 受信し たTCPTCP//IPIPデータ を ど のよ う に扱う のかデータ を ど のよ う に扱う のか ( (画面に表示／集計／フ ァ イ ル画面に表示／集計／フ ァ イ ル

書き込み等書き込み等) ) ま たは、ま たは、 PCPC よ り ど のよ う なよ り ど のよ う な TCPTCP//IPIP データ をデータ を EnetEnetシリ ーズにシリ ーズに送信送信

するのか？等はするのか？等は､､ユーザ様システム固有の処理と なり ますユーザ様システム固有の処理と なり ます｡｡　 導入システムに合わ　 導入システムに合わ

せたソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン が必要と なり ま す。せたソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン が必要と なり ま す。　 ソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン　 ソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン

はは WindowsWindows環境であれば、環境であれば、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社のマ イ ク ロ ソ フ ト 社の VCVC＋＋や＋＋や VBVB、、 ボ－ラ ン ド 社のボ－ラ ン ド 社の

DelphiDelphi等で作成が可能です。等で作成が可能です。

Ｑ ．Ｑ ． p ingp ing 応答はあ り ま すが、応答はあ り ま すが、 作成し た作成し た TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設

が出来ま せん 。が出来ま せん 。

ＡＡ ．． 　　 11．．Enet-HDLCEnet-HDLC のの PORTPORT番号は正し く 設定さ れていま すか？番号は正し く 設定さ れていま すか？

Enet-HDLCEnet-HDLCでは、では、 TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト と 通信するには、ソ ケ ッ ト と 通信するには、 プ ロ グ ラ ムモ ード 内プ ロ グ ラ ムモ ード 内

で自機で自機 IPIP、、 PORT (PORT (ソ ース ポート 番号ソースポート 番号) ) と 相手と 相手 IPIP、、 PORT (PORT (デス ト ネーショ ンデス ト ネーショ ン

ポーポー   ト 番号ト 番号) ) が必要です。が必要です。こ れら を ご確認下さ い。こ れら を ご確認下さ い。ま た 、ま た 、PORTPORT番号はデフ ォ番号はデフ ォ

ルトルト でで 0000 (Hex) 0000 (Hex) と なっ ており 、と なっ ており 、0000 (Hex) 0000 (Hex) のま ま では未設定の扱いと なのま ま では未設定の扱いと な

り ま す。り ま す。

TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 側よ り コ ネク ショ ン 開設ソ ケ ッ ト 側よ り コ ネク ショ ン 開設 ( (ク ラ イ ア ン ト 型ク ラ イ ア ン ト 型) ) を 行う 場合、を行う 場合、

Enet-HDLCEnet-HDLC の相手の相手PORT (PORT (デス ト ネーショ ン ポート 番号デス ト ネーショ ン ポート 番号) ) に は仮の値を設には仮の値を設

定し て下さ い。定し て下さ い。相手よ り の開設要求パケ ッ ト の相手相手よ り の開設要求パケ ッ ト の相手PORT NoPORT Noよ り 自動取得よ り 自動取得

し ます。し ま す。

　　 22．．PORTPORT番号の設定方法を確認し て下さ い。番号の設定方法を確認し て下さ い。

Enet-HDLCEnet-HDLCではでは PORTPORT番号の指定は全て番号の指定は全て 1616 進表記で行います。進表記で行います。 一方、一方、 ソソ

ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムで相手ポート 番号を指定する場合は、ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムで相手ポート 番号を指定する場合は、 1010進表記を ご使用進表記を ご使用

さ れている ケースがよ く あり ま す。さ れている ケースがよ く あり ま す。従っ て従っ て Enet-HDLCEnet-HDLCのソ ースポートのソ ースポート NoNo

を ’を ’ 10001000’’  ( (1616進進) ) と 指定し た場合、と 指定し た場合、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム内でのソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム内での 1010進数表記進数表記

によ る開設によ る開設  要求先である要求先である Enet-HDLCEnet-HDLC のポートのポート NoNo はは 4096 (104096 (10 進進) ) と すると する

必要があり ま す。必要があり ま す。

９ －１ 　９ －１ 　 FAQ  (FAQ  (よ く あ る 質問に つ いてよ く あ る 質問に つ いて ))

第９ 章第９ 章　 そ の他　 そ の他
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Ｑ ．Ｑ ． EnetEnet シリ ーズはク ラ イ ア ン ト ま たはホス ト ど ち ら の動作も可能なのですか？シリ ーズはク ラ イ ア ン ト ま たはホス ト ど ち ら の動作も可能なのですか？

ＡＡ ．． ど ち ら も可能です。ど ち ら も可能です。 基本的に以下のよ う な動作と なり ま す。基本的に以下のよ う な動作と なり ま す。

11．． 通信条件設定モード通信条件設定モード  ( (プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード ) ) に て通信相手のにて通信相手の IPIPア ド レ ス を設定ア ド レ ス を設定

し ま す。し ま す。通信相手は最大通信相手は最大1818件ま で登録可能。件まで登録可能。上記で設定の通信相手上記で設定の通信相手IPIPよ りよ り

 TCP TCP//IPIP コ ネク ショ ン 開設要求があっ た場合、コ ネク ショ ン開設要求があっ た場合、 ホス ト の動作と なり ま す。ホス ト の動作と なり ま す。

22．． EnetEnet側よ り コ ネク ショ ン 開設を行う 場合は、側よ り コ ネク ショ ン 開設を行う 場合は、 ク ラ イ ア ン ト 動作と なり まク ラ イ ア ン ト 動作と なり ま

す。す。   コ ネク ショ ン を開設するには、コ ネク ショ ン を開設するには、接続さ れた接続さ れた HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り SABMSABM

コ マ ン ド を受信する と 、コ マ ン ド を受信する と 、プ ロ グ ラ ムモ－ドプ ロ グ ラ ムモ－ド 33//33ペ－ジのペ－ジの 11番目のテ－ブ ルに番目のテ－ブルに

設定さ れた設定さ れた相手相手IPIPへ接続を行います。へ接続を行います。 ( (他の通信に必要な項目も設定さ れて他の通信に必要な項目も設定さ れて

いる必要がいる必要があり ま す。あり ま す。))

Ｑ ．Ｑ ． TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムか らソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムか ら Enet-HDLCEnet-HDLC にに TCPTCP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、

データ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、データ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、 再びコ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と再びコ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と

し ま し た が う ま く 行き ま せんで し た 。し ま し た が う ま く 行き ま せんで し た 。 何故で し ょ う か？何故で し ょ う か？

ＡＡ ．． 上記のケースの場合、上記のケースの場合、ソケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側よ り コ ネク ショ ン開設／終了を し てソケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側よ り コ ネク ショ ン開設／終了を し て

いま す。いま す。

こ の場合、こ の場合、 ソ ケ ッ ト 側がク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す。ソ ケ ッ ト 側がク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す。 こ の場合、こ の場合、 同じ 相手同じ 相手 ( (IPIP//

PORT) PORT) に対し ての接続にはに対し ての接続には22分間の待ち時間が必要である と いう分間の待ち時間が必要である と いう プ ロ ト コ ル上のプロ ト コ ル上の

決ま り があり ま す。決ま り があり ま す。

待ち時間を無く すには、待ち時間を無く すには、ご使用のマ シン環境やプ ロ グ ラ ム環境での対応が必要とご使用のマ シン環境やプ ロ グ ラ ム環境での対応が必要と

なり ま す。なり ま す。 メ ーカ ーにお問い合わせ下さ い。メ ーカ ーにお問い合わせ下さ い。

尚、尚、Enet-HDLCEnet-HDLC側よ り コ ネク ショ ン 開設／終了を行っ た場合も同様の動作と な側よ り コ ネク ショ ン 開設／終了を行っ た場合も同様の動作と な

り ま す。り ま す。

待ち時間を変えるには、待ち時間を変えるには、 プ ロ グ ラ ムモ ード 内プ ロ グ ラ ムモ ード 内22//33 ページのページの WAITWAIT＝＝120 (120 (単位秒単位秒))

の設定を変更し ま す。の設定を変更し ま す。 　 値の変更はユーザ様の責任において実行し て下さ い。　 値の変更はユーザ様の責任において実行し て下さ い。
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Ｑ ．Ｑ ． 通信出来ま せん 。通信出来ま せん 。 　 何故で すか？　 何故で すか？

Ａ ．Ａ ． ど の部分の障害なのかを切り 分けを し ながら 確認し て下さ い。ど の部分の障害なのかを切り 分けを し ながら 確認し て下さ い。

22つの部分に分けて考えます。つの部分に分けて考えます。そ し てひと つづつ確認し ながら 障害原因を探し てそ し てひと つづつ確認し ながら 障害原因を探し て

下さ い。下さ い。

１１ .. イ ーサネ ッ ト 相手機器とイ ーサネッ ト 相手機器と Enet-HDLCEnet-HDLC間間 ( (イ ーサネ ッ ト 部分イ ーサネッ ト 部分))

物理的な接続は問題ないか？物理的な接続は問題ないか？ ( (相手機器よ り相手機器よ り pingp ing 要求を送出し て応答要求を送出し て応答ああ

り ？り ？))

設定し た設定し た IPIPア ド レ ス／ポート Ｎ ｏ 等に間違えはないか？ア ド レ ス／ポート Ｎ ｏ 等に間違えはないか？

異なるネッ ト ワ ーク 間通信を し ていないか？異なるネッ ト ワ ーク 間通信を し ていないか？ ( (セグ メ ン ト 間通信セグ メ ン ト 間通信))

イ ーサネッ ト 通信相手機器はク ラ イ ア ン ト 動作かホス ト 動作か？イ ーサネッ ト 通信相手機器はク ラ イ ア ン ト 動作かホス ト 動作か？

２２ .. Enet-HDLCEnet-HDLC とと HDLCHDLC 相手機器間相手機器間 (HDLC (HDLC 部分部分))

ケーブ ル結線は誤っ ていないか？ケーブ ル結線は誤っ ていないか？ ( (ク ロ ッ ク 等ク ロ ッ ク 等))

通信条件の設定に問題はないか？通信条件の設定に問題はないか？ ( (ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 データ 符号化方式等データ 符号化方式等))

LAPLAP--BBプ ロ ト コ ルによ り 動作し ているか？プ ロ ト コ ルによ り 動作し ているか？

イ ーサネッ ト 通信相手のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムがホス ト 型の場合は、イ ーサネッ ト 通信相手のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムがホス ト 型の場合は、 HDLCHDLC

相手機器よ り相手機器よ り SABMSABM コ マ ン ド がコ マ ン ド が Enet-HDLCEnet-HDLCに対し て送信さ れないと 接続に対し て送信さ れないと 接続

し ま せん。し ま せん。

ま た 、ま た 、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムがク ラ イ ア ン ト 型の場合で、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムがク ラ イ ア ン ト 型の場合で、HDLCHDLC相手機器相手機器よ りよ り

SABMSABMコ マ ン ド が送信さ れている場合は、コ マ ン ド が送信さ れている場合は、タ イ ミ ン グによ り 接続タ イ ミ ン グによ り 接続出来ない場出来ない場

合があり ま す。合があり ま す。
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９ －２ 　 付録　 用語解説９ －２ 　 付録　 用語解説

■■ ACK NoACK No

Acknowledgment NumberAcknowledgment Numberの略での略で TCPTCPプ ロ ト コ ルにて受信パケ ッ ト を ど こ ま で処プ ロ ト コ ルにて受信パケ ッ ト を ど こ ま で処

理し たかを示すものです。理し たかを示すものです。

■■ ARPARP

AddressResolutionProtocolAddressResolutionProtocol の略での略で IPIP ア ド レ ス から ハード ウ ェ ア ア ド レ ス をア ド レ スから ハード ウ ェ ア ア ド レ ス を得る得る

為のプ ロ ト コ ルです。為のプ ロ ト コ ルです。

■■ ICMPICMP

Internetwork Control Message ProtocolInternetwork Control Message Protocolの略での略でIPIPネッ ト ワ ーク 上に発生し たエ ラ ーネッ ト ワ ーク 上に発生し たエ ラ ー

等さ ま ざ ま な情報をやり と り する プ ロ ト コ ル。等さ ま ざ ま な情報をやり と り する プ ロ ト コ ル。

■■ IPIPア ド レ スア ド レ ス

IPIPア ド レ スは、ア ド レ スは、 OSI7OSI7 層モ デルのネッ ト ワ ーク 層において機器を識別する番号層モデルのネッ ト ワ ーク 層において機器を識別する番号でで

す。す。

ネッ ト ワ ーク に接続する場合に、ネッ ト ワ ーク に接続する場合に、他の機器と 異なる他の機器と 異なる IPIPア ド レ スが設定さ れていなア ド レ スが設定さ れていな

く てはなり ま せん。く てはなり ま せん。も し 、も し 、同じ同じ IPIPア ド レ スが同一ネッ ト ワ ーク 内に存在する と 、ア ド レ スが同一ネッ ト ワ ーク 内に存在する と 、

正常な正常な LANLAN を構築する事が出来ません。を構築する事が出来ません。 Enet-HDLCEnet-HDLCにに IPIP ア ド レ ス を設定するア ド レ ス を設定する

際には、際には、シス テム管理者等にご相談の上、シス テム管理者等にご相談の上、正し い正し い IPIPア ド レ ス を設定する必要があア ド レ ス を設定する必要があ

り ま す。り ま す。 IPIPア ド レ スはア ド レ スは 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 ( (44 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 通常通常88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 ババ

イ トイ ト ) ) 単位を ド ッ ト で区切り 、単位を ド ッ ト で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で表示し ま す。進数で表示し ます。

■■ MACMACア ド レ スア ド レ ス

機器固有のハード ウ ェ ア ア ド レ スです。機器固有のハード ウ ェ ア ア ド レ スです。 データ リ ン ク 層で定義さ れる物理データ リ ン ク 層で定義さ れる物理ア ドア ド

レ ス 。レ ス 。 イ ーサネッ ト ア ド レ ス と も言われます。イ ーサネッ ト ア ド レ ス と も言われます。 EnetEnetシリ ーズは、シリ ーズは、 IEEEIEEEよ り 個別よ り 個別

のの MACMACア ド レ スが割り 当てら れ、ア ド レ スが割り 当てら れ、11台台11台異なる ア ド レ ス を出荷時に台異なる ア ド レ ス を出荷時に設定し てあ設定し てあ

り ま す。り ま す。 こ れはハード 個別の固有値ですから 変更出来ません。こ れはハード 個別の固有値ですから 変更出来ません。

0000：： C0C0：： 8484：： hhhh：： hhhh：： hhhh

  割当部分　 　割当部分　 　   個々の番号個々の番号

イ ーサネッ ト ア ド レ スは、イ ーサネッ ト ア ド レ スは、 4848 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 ( (66 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。

通常通常88 ビ ッ トビ ッ ト  ( (11 バイ トバイ ト ) ) 単位を コ ロ ン で区切り 、単位を コ ロ ン で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1616 進数で示し進数で示し まま

す。す。
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■■ PORTPORT番号番号

送信元、送信元、 宛先を識別する為の番号です。宛先を識別する為の番号です。

ポート 番号は、ポート 番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 ( (22 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。

送信元ポート 番号を送信元ポート 番号を SourcePortSourcePort

宛先ポート 番号を宛先ポート 番号を DestinationPortDestinationPort番号と 呼びます。番号と 呼びます。

ポート 番号のポート 番号の00～～1024 (400H) 1024 (400H) ま ではウ ェ ルノ ン ポート と し て予約さ れていま す。まではウ ェ ルノ ン ポート と し て予約さ れていま す。

ソ ケ ッ ト 等で使用する場合は、ソ ケ ッ ト 等で使用する場合は、 上記以外で使用さ れていな番号を使用し ま す。上記以外で使用さ れていな番号を使用し ま す。

■■ SEQ NoSEQ No

Sequence NumberSequence Numberの略で、の略で、 TCPTCPプ ロ ト コ ルにてデータ 全体における そ のパケ ップ ロ ト コ ルにてデータ 全体における そ のパケ ッ

ト のセグ メ ン ト 位置を し めす。ト のセグ メ ン ト 位置を し めす。

■■ TELNETTELNET

TELNETTELNETは、は、ネッ ト ワ ーク を介し て リ モ ート 端末を接続する為のプ ロ ト コ ルです。ネッ ト ワ ーク を介し て リ モ ート 端末を接続する為のプ ロ ト コ ルです。

■■ DPLL (Dig ital Phase Lock Loop)DPLL (Dig ital Phase Lock Loop)

上記回路がある と 外部から の受信ク ロ ッ ク 無し で受信を行う 事ができ ま す。上記回路がある と 外部から の受信ク ロ ッ ク 無し で受信を行う 事ができ ま す。

Enet-HDLCEnet-HDLCは上記回路を未搭載の為、は上記回路を未搭載の為、受信し たデータ と 同期し たク ロ ッ ク の受信し たデータ と 同期し たク ロ ッ ク の入入

力がないと データ を正し く 受信出来ません。力がないと データ を正し く 受信出来ません。
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ご購入頂き ま し たご購入頂き ま し た Enet-HDLCEnet-HDLCに関する ご質問に関するご質問・・ ご相談は、ご相談は、 弊社ユーザサポート 課弊社ユーザサポート 課

ま でお問い合わせ下さ い。ま でお問い合わせ下さ い。

９ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内９ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 3841 (3841 ( 代代))

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( ( 祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM1: 00 ～～ 5: 005: 00

E-mai lE-mai l suppor t @dat a-l i nk. co. j psuppor t @dat a-l i nk. co. j p
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付録．付録． TERMWIN TERMWIN ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル

１ 　 概　 要１ 　 概　 要

こ のマ ニ ュ ア ルこ のマ ニ ュ ア ル  ( (付録付録) ) は、は、 RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN の使用方法の使用方法

について説明し ていま す。について説明し ていま す。

TERM WINTERM WINは、は、キーボード 入力データ のキーボード 入力データ の RS232CRS232Cポート への送信、ポート への送信、及び画面表示、及び画面表示、

RS232CRS232C ポート から のデータ 受信、ポート から のデータ 受信、 及び画面表示を行う プ ロ グ ラ ムです。及び画面表示を行う プ ロ グ ラ ムです。

TERM WINTERM WINを使用するに当たっ て 、を使用するに当たっ て 、 Windows98Windows98 以上の以上の DOSDOS--VVパソ コ ン が必要でパソ コ ン が必要で

す 。す 。

ご 注意ご 注意 本プ ロ グ ラ ムは、本プ ロ グ ラ ムは、特定の機種によ る動作確認のみを行っ たサービ ス品特定の機種によ る動作確認のみを行っ たサービ ス品

ですので、ですので、 つぎの点にご注意の上ご使用く ださ い。つぎの点にご注意の上ご使用く ださ い。

◆プ ロ グ ラ ムの開発に当たっ ては、◆プ ロ グ ラ ムの開発に当たっ ては、DOSDOS//VV仕様機での動作を前提にし仕様機での動作を前提にし

　 ており ま すが、　 ており ま すが、機種によ っ ては動作し ないこ と も考えら れま す。機種によ っ ては動作し ないこ と も考えら れま す。ここ

　 のよ う な場合でも 、　 のよ う な場合でも 、 弊社は保証いたし ま せん。弊社は保証いたし ま せん。

◆本プ ロ グ ラ ムは、◆本プ ロ グ ラ ムは、使用者の責任においてご使用く ださ い。使用者の責任においてご使用く ださ い。万一、万一、ごご

　 利用によ る不利益や損害が生じ た場合でも 、　 利用によ る不利益や損害が生じ た場合でも 、弊社は責任を負いかね弊社は責任を負いかね

　 ま す。　 ま す。

◆本プ ロ グ ラ ムのコ ピ ー、◆本プ ロ グ ラ ムのコ ピ ー、及び配布は認めており ま せん。及び配布は認めており ま せん。 コ ピ ー、コ ピ ー、及及

　 び配布は絶対に行わないでく だ さ い。　 び配布は絶対に行わないでく だ さ い。
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２ 　２ 　 TERM WINTERM WIN ディ ス ク の内容ディ ス ク の内容

TERM WINTERM WINディ ス ク には、ディ ス ク には、 つぎのフ ァ イ ルが含ま れていま す。つぎのフ ァ イ ルが含ま れていま す。

３ 　 動作環境３ 　 動作環境

パソ コ ンパソ コ ン DOSDOS--VVパソ コ ンパソ コ ン

OSOS W indows98W indows98 以上以上

メ イ ン メ モ リメ イ ン メ モ リ 640K640K バイ ト 以上バイ ト 以上

４ 　 基本仕様４ 　 基本仕様

画面表示画面表示 カ ラ ーカ ラ ー・・モ ー ドモ ー ド

送信データ を水色、送信データ を水色、 受信データ を白色で表示し ます。受信データ を白色で表示し ます。

エ ラ ー表示エ ラ ー表示 通信条件の不一致、通信条件の不一致、 パリ テ ィ エ ラ ー等で正常な受信がパリ テ ィ エ ラ ー等で正常な受信が

行われない場合は、行われない場合は、 当該受信データ を ブ リ ン ク当該受信データ を ブ リ ン ク  ( (点滅点滅))

表示し ま す。表示し ま す。

バ ッ フ ァ 容量バッ フ ァ 容量 送信バッ フ ァ 、送信バッ フ ァ 、 受信バッ フ ァ 共に受信バッ フ ァ 共に 4K4K バイ ト 。バイ ト 。

Tw1220.exe： アプリ ケ－ショ ン

解凍 Termw10.cnt： CNTフ ァ イル

Termw10.hlp： ヘルプフ ァ イル

TermWin.exe： 実行フ ァ イル

TERMWIN.ini： 設定フ ァ イル

TERMWIN.stf： STFフ ァ イル
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５ 　 起動と 終了５ 　 起動と 終了

TERM WINTERM WIN の起動の起動

①①TERM WINTERM WINディ ス ク を パソ コ ン のディ ス ク を パソ コ ン の CDCD ド ラ イ ブ に挿入し ま す。ド ラ イ ブ に挿入し ま す。

②②保存先に指定する フ ォ ルダ を新規に作成し 、保存先に指定する フ ォ ルダ を新規に作成し 、 [Tw1220.exe]  [Tw1220.exe] を コ ピ －し ま す。を コ ピ －し ま す。

③③[Tw1220.exe] [Tw1220.exe] を ダ ブ ルク リ ッ ク し 、を ダ ブ ルク リ ッ ク し 、解凍先に②のフ ォ ルダ を指定する と 、解凍先に②のフ ォ ルダ を指定する と 、５ つの５ つの

フ ァ イ ルが表示さ れます。フ ァ イ ルが表示さ れます。

④④[TERMWIN.EXE] [TERMWIN.EXE] フ ァ イ ルア イ コ ン を ダ ブ ルク リ ッ ク し て起動し ま す。フ ァ イ ルア イ コ ン を ダ ブ ルク リ ッ ク し て起動し ま す。

⑤⑤メ イ ン画面が表示さ れ、メ イ ン画面が表示さ れ、 使用可能な状態になり ま す。使用可能な状態になり ま す。

TERM WINTERM WIN の終了の終了

[F12] [F12] キーま たは、キーま たは、 右下の右下の  [Exit]  [Exit] ボタ ン で終了し ま す。ボタ ン で終了し ま す。
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６ 　 メ イ ン 画面６ 　 メ イ ン 画面

データ 表示領域データ 表示領域

制御制御LEDLED

機能バー機能バー

送受信データ が表示さ れます。送受信データ が表示さ れます。

RTSRTS、、DTRDTR、、CTSCTS、、及び及びDSRDSR制御ラ イ ン の状態が表示さ れます。制御ラ イ ン の状態が表示さ れます。

TERM WINTERM WINでは、では、 フ ァ ン ク ショ ン キーにフ ァ ン ク ショ ン キーに  [ [通信速度の変更通信速度の変更]]

等の各種機能が割り 当てら れていま す。等の各種機能が割り 当てら れていま す。

機能バー内の四角は左から 順に機能バー内の四角は左から 順に  [F1]  [F1] キー～キー～ [F12]  [F12] キーに対応キーに対応

し ており 、し ており 、 各種機能や通信速度等の現在の状態など を表し て各種機能や通信速度等の現在の状態など を表し て

いま す。いま す。なお、なお、空白の四角は、空白の四角は、対応する フ ァ ン ク ショ ン キーに対応する フ ァ ン ク ショ ン キーに

何も機能が割り 当てら れいないこ と を表し ていま す。何も機能が割り 当てら れいないこ と を表し ていま す。

メ ニ ュ －バ－メ ニ ュ －バ－ デ－タ 表示領域デ－タ 表示領域

制御制御LEDLED 機能バ－機能バ－
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７ 　 各種機能７ 　 各種機能

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択 [ 2St op][ 2St op] ボ タ ンボタ ン

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を選択し ま す。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を選択し ま す。

キーキー ：：  [ [F1F1] ] キーキー

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 ：： 1 / 1 .5 / 21 / 1 .5 / 2 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 22

パ リ テ ィ の 選択パ リ テ ィ の 選択 [ P=None][ P=None] ボ タ ンボタ ン

パリ テ ィ を選択し ま す。パリ テ ィ を選択し ま す。

キーキー ：：  [F2]  [F2] キーキー

パリ ティパリ ティ ：：   nonenone  ((なしなし ))   / /   even even  ((偶数偶数) )   / /   oddodd  ((奇数奇数))

初期値初期値 ：： nonenone

デ ー タ 長の 選択デ ー タ 長の 選択 [ 8Len][ 8Len] ボ タ ンボタ ン

データ 長を選択し ま す。データ 長を選択し ま す。

キーキー ：：  [F3]  [F3] キーキー

データ長データ長 ：： 7 / 87 / 8 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 88

通信速度の 選択通信速度の 選択 [ 9600][ 9600] ボ タ ンボタ ン

通信速度を選択し ます。通信速度を選択し ま す。

キーキー ：：  [F4]  [F4] キーキー

通信速度通信速度 ：： 12001200//24002400//48004800//96009600//1920019200//2880028800//3840038400//5760057600//7680076800//115200115200

シ リ ア ル ポ －ト の 選択シ リ ア ル ポ －ト の 選択 [ Com1][ Com1] ボ タ ンボタ ン

シリ ア ルポ－ト を選択し ま す。シリ ア ルポ－ト を選択し ま す。

キーキー ：：  [F5]  [F5] キーキー

初期値初期値 ：： Com1Com1
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送受信デ ー タ の 表示形式の 選択送受信デ ー タ の 表示形式の 選択 [ Nor ma l ][ Nor ma l ] ボ タ ンボタ ン

送受信データ の表示形式を選択し ます。送受信データ の表示形式を選択し ます。

キーキー ：：  [F6] [F6]キーキー

表示形式表示形式 ：： normalnormal  ((キャ ラ ク タ表示キャ ラ ク タ表示) )   / /   hexhex  (16(16進数表示進数表示))

初期値初期値 ：： normalnormal

送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択 [ Ful l ][ Fu l l ] ボ タ ンボタ ン

送信データ の表示／非表示を選択し ます。送信データ の表示／非表示を選択し ます。

キーキー ：：  [F7]  [F7] キーキー

表示／非表示表示／非表示：： Full (Full (表示表示) / Half () / Half (非表示非表示))

初期値初期値 ：： FullFull

デ リ ミ タ コ ー ド の 選択デ リ ミ タ コ ー ド の 選択 [ CR+LF][ CR+LF] ボ タ ンボタ ン

[Enter] [Enter] キーを押下し た時に送出するデリ ミ タ コ ード を選択し ま す。キーを押下し た時に送出するデリ ミ タ コ ード を選択し ま す。

キーキー ：：  [F8]  [F8] キーキー

デリ ミ タ コ ードデリ ミ タ コ ード ：： CR (0DhCR (0Dhのみ送出のみ送出) / CR+LF (0Dh) / CR+LF (0Dh とと 0Ah0Ah を送出を送出))

初期値初期値 ：： CR+LFCR+LF

デ ー タ 表示領域の ク リ アデ ー タ 表示領域の ク リ ア [ Cl ea r ][ Cl ea r ] ボ タ ンボタ ン

データ 表示領域を ク リ ア し 、データ 表示領域を ク リ ア し 、 カ ーソ ルを表示領域左上隅に移動し ます。カ ーソ ルを表示領域左上隅に移動し ます。

キーキー ：：  [F9]  [F9] キーキー

※※ キーボード 入力の誤打を ク リ ア する機能ではあり ま せん。キーボード 入力の誤打を ク リ ア する機能ではあり ま せん。

コ マ ン ド キー ワ ード の送出コ マ ン ド キー ワ ード の送出 [LIK #][LIK #]ボ タ ンボタ ン

[F8] [F8] キーを押下する度に　キーを押下する度に　 LINK#LINK#　 の文字列を送出し ま す。　 の文字列を送出し ま す。こ の文字列は、こ の文字列は、弊社製マ弊社製マ

ルチプ レ ク サのデフ ォ ルト のコ マ ン ド キーワ ード です。ルチプ レ ク サのデフ ォ ルト のコ マ ン ド キーワ ード です。

キーキー ：：  [F11]  [F11] キーキー

TERM WINTERM WIN の終了の終了 [ Ex i t ][ Ex i t ] ボ タ ンボタ ン

本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。

キーキー ：：  [F12]  [F12] キーキー
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固定文字列の 送出固定文字列の 送出

6464 バイ ト の固定文字列を指定回数分送出する こ と が可能です。バイ ト の固定文字列を指定回数分送出する こ と が可能です。

そ の他、そ の他、 送信間隔等も指定でき ま す。送信間隔等も指定でき ま す。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キーキー   ＋＋ [F1]  [F1] キーキー

[[送信送信] ] ボタ ン を ク リ ッ ク し 、ボタ ン を ク リ ッ ク し 、 固定文字列の送出を開始し ま す。固定文字列の送出を開始し ま す。

固定文字列の送出を中止するには固定文字列の送出を中止するには [ESC]  [ESC] キーを押下し ま す。キーを押下し ま す。

RTSRTS ラ イ ン のラ イ ン の ON/OFFON/OFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キーキー   ＋＋ [ [F2F2] ] キーを押下する と 、キーを押下する と 、RTSRTSラ イ ン がラ イ ンが ONON//OFFOFF交互に切り 替わり ます。交互に切り 替わり ます。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キーキー   ＋＋ [F2]  [F2] キーキー

初期値初期値 ：： ONON

DTRDTR ラ イ ン のラ イ ン の ON/OFFON/OFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キーキー   ＋＋ [ [F3F3] ] キーを押下する と 、キーを押下する と 、DTRDTRラ イ ン がラ イ ンが ONON//OFFOFF交互に切り 替わり ます。交互に切り 替わり ます。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キーキー   ＋＋ [F3]  [F3] キーキー

初期値初期値 ：： ONON

WPWP--0202--051118051118

RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN

取扱説明書取扱説明書 ( (付録版付録版))

２ ０ ０ ５ 年１ １ 月　 第２ 版２ ０ ０ ５ 年１ １ 月　 第２ 版
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Enet-HDLCEnet-HDLC　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20082008年年22月　 第月　 第1010版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市けやき台　 埼玉県所沢市けやき台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一保証期間内に万一

故障し た場合、故障し た場合、 無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ちに梱包を開け、受領後直ちに梱包を開け、 検収をお願い致し ま す。検収をお願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はございま せん。保証書はございま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。

22 本製品の故障、本製品の故障、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、当社は当社は

そ の責任を負わないものと し ま す。そ の責任を負わないものと し ま す。

33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障および損傷。衝撃等で生じ た故障および損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、あるいは改造、 修理によ る故障および損傷。修理によ る故障および損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の災害、落雷等の災害、あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障

および損傷。およ び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は補修用部品の保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後55年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、部品メ ーカ の製造中止など に部品メ ーカ の製造中止など に

よ り 修理できない場合があり ま す。よ り 修理できない場合があり ま す。

55 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC全損など 、全損など 、

故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

66 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み当社あるいは販売店への持ち込み

修理と なり ま す。修理と なり ま す。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。

保証規定保証規定

ユーザサ ポー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

Enet-HDLCEnet-HDLCに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


